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◆第23回 (2000年 )日本分子生物学会年会のお知らせ (その 2)

第23回年会は、12月 13日 (水)か ら16日 (上)の 4日 間、神戸国際展示場、神戸国際会議場およびポー

トビアホテルで開催されます。年会スケジュールのあらましは、下記の通りです。

一般演題

会報 No.65で既にお知らせしましたように、一般演題は、全てポスターで行います。後記の「演題

申込方法」の要領に従い、お申込み下さい。

一般演題 (ポスター)発表は、初日から4日 目までの 4日 間で、約3,000題 を予定しています。ポス

ターのスペースは、高さ170 cm× 幅135 cmを予定しています。

貝占   付  8:15～ 9:00
展   示  9:00～ 19:00(第 4日 日は 9:00～ 16:00)
説明・討論  13:00～ 15:30

撤   去  19:00～ 19:30(第 4日 日は16:00～ 16:30)

シンポジウム

組織委員会で別表のような (8～ 10頁 )24題のシンポジウムを企画しました。シンポジウムは同時に

8会場で、初日から第 3日 目までの16:00～ 19:00に行う予定です。

ヮークショップ

ワークショップは、初日から第 4日 目までの 9:30～ 12:00に、別表のような (11～ 12頁)36テーマ

を予定しています。各ワークショップの世話人が一般演題の中から選考した演題の方には、ワークショ

ップでの口頭発表をお願いする予定です。採用演題はワークショップのみの発表となります。 1演題当

たりの発表時間は、世話人に任せてあります。また、同時に 9会場で行う予定です。なお、発表はスラ

イドで行っていただきます (OHPも しくはパソコンを利用しての発表をご希望の方は、事前に世話人

ならびに事務局にお知らせ下さい)。

バイオテクノロジーセミナー

初日から第 4日 目までの13:15～ 15:15に行う予定です。詳細はプログラム (11月 上旬発行予定)と

講演要旨集 (11月下旬発行予定)をご覧下さい。

サテライトシンポジウム

「遺伝子組換えとその制御」のタイトルでサテライトシンポジウムを12月 11日 (月 )午後から12日

(火)に行う予定です。口頭発表を希望される方は、27頁の演題応募要領に従ってご応募下さい。

ミキサー

懇親会の代わりに、ポスター会場でミキサーを行います。最終日を除き、 3時からビールやソフトド

リンク等を用意しますので、ご利用下さい。

ミーティング会場の提供について

日本分子生物学会年会には、毎年6,500人 の研究者が全国各地から集まります。組織委員会では、分

子生物関連の諸会議および委員会、小グループでの研究発表会や討論会、将来に研究班を組織するため

の打合せ会等の会合に部屋を提供することにいたしました。会場使用にあたっては、以下の条件に従っ

て下さい。



(1)使用目的は研究と関連したものとする。

(2)会合の名称・内容等は年会プログラムには掲載しない。

(3)多 くの方に興味をもってもらいたい会合は希望に応じて年会ホームベージに掲載する。

(4)時間帯は9:30～ 17:00の任意の時間とし、年会事務局が調整する。

〈ミーティング会場の公募方法〉

以下の内容を明記の上、年会事務局宛にファックスまたは E‐mailにてご連絡下さい。

1.主催責任者の氏名、住所、連絡先
2.会合名
3.予想参加者数
4.使用希望日、時間帯
5.年会ホームページヘの掲載を (1)希望する、(2)希望しない。
公募締切 :平成 12年 12月 1日 (金 )

演題申込方法

今回は、シンポジウム、ワークショップ、一般演題の演題申込と講演要旨の受付は例年通りの所定用

紙での申込みに加え、インターネット (WWW)で も受付を行います。インターネットが使用できる
環境にある方で、著者のどなたかが電子メールを持っておられる方は、できる限り、日本分子生物学会

のホームページ http:〃 mbsj.biol.kobe―u.ac.jp/annual‐meet.htmlか らリンクしてお申込み下さい。

WWWで の申込みが行えない場合は、 3頁以降の指示に従い、例年通りの所定用紙でお申込み下さ
い。

それぞれの締切 日および発表者の応募資格は以下の通 りです。

演題締切日 :WWWに よる場合 :8月 23日 (水)正午まで
所定用紙による場合 :8月 9日 (水)必着

発 表 資 格 :発表者として応募できるのは、日本分子生物学会会員 (現在入会手続中の方を含みま

す)で本年度の会費を納入済みの方であり、 1人につき 1演題の承です。ただし、他
の演題の共著者になることは差し支えありません。

日本分子生物学会への入会を希望される方は、WWW(http:〃 bunshi.bcasi.or.jp/)で 入会手続きをし
ていただくか、書面または電話にて、下記まで入会申込書をご請求下さい。

く入会申込書請求先〉

日本学会事務センター・会員業務 日本分子生物学会係
〒113-8622 文京区本駒込 5-16-9 学会センター C21
TEL:(03)5814-5810 FAX:(03)5814-5825

WWWに よる演題申込方法
(詳 しい申込方法につきましては 8月 1日 以降にhttp://mbsj.biol.kobe― u.ac.jp/annu■meet.htmlで ご

確認下さい)

演題受付期間 :2000年 8月 1日 (水)～ 8月 23日 (水 )正午まで (日本時間)
(こ れはあくまでも予定ですので、ホームページでご確認下さい)
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2.発表要旨の文字数 :演題名・発表者・所属を含めて全体で1,600バ イト (日本語800字 もしくは英語
165 words程 度)以内でお願いします。予め、原稿を用意した上で、WWWの 投稿画面にコピー・

ペーストされることをお勧めします。なお、要旨の長さについては「確認画面」でお確かめ下さい。

3.受付コード:初回の発表演題登録時に「受付コード」が発行されますので控えておいて下さい。演
題の受理と同時にメールでも受付コードを通知します。一度登録された要旨の内容に修正を加える際

にはこの受付コードが必要となります。もし受領通知 (受付コードの通知を含む)が指定のメールア

ドレスに届かない場合は、登録画面にアクセスして再度登録して下さい。

4.演題内容の修正 :WWWに よる発表の受付期間中は、発表者の英語名 (姓)と上記の受付コー ド
の入力により登録画面にアクセスし、修正を行うことが可能です。ただし、混乱を避けるために、

修正は 2回までに限らせていただきますのでご了承下さい。演題内容を更新するたびに受領通知が

発行されますので、受領通知が指定のメールアドレスに送付されていることをご確認下さい。

5.演題の取消 :既に登録した発表演題を取消したい場合は、上と同様にして発表者の英語名 (姓)と
上記の受付コードで登録画面にアクセスし、「演題取 り消し」を選択して演題を取 り消して下さい。

折 り返し演題が取り消されたことをお知らせするメールが送られます。もしWWWに よる発表の締
切後に演題の取消しを希望される場合は、年会事務局まで文書にてご連絡下さい(様式は問いません)。

7.演題の採否の通知 :9月 中旬～下旬にメールにてご連絡いたします。

所定用紙による演題申込

やむを得ず WWWで の登録が行えない場合に限り、会報に綴込みの申込用紙でお申込み下さい。

1.演題申込締切日 :8月 9日 (水)必着
(用紙による申込ふはWWWよ りも 2週間早く締切りますのでご注意下さい)

2.演題申込方法 :演題申込書、講演要旨用紙、演題申込受取書、演題採否通知書に必要事項を記入
印字し、講演要旨用紙のコピー 6部を添えて、簡易書留便で年会事務局までお送り下さい。

3.演題申込書記入方法
1)*印 の項には記入しないで下さい。
2)発 表申込書の連絡先欄には、代表発表者 1名 の氏名と、演題に関する連絡先 (住所、TEL、
FAX、 E― mail)を記入して下さい。

3)代表発表者の本年度会費納入を確認するために、演題申込書の指定の欄に、会費払い込ふの際に

郵便局等が発行する領収証のコピーを貼付して下さい。なお、入会手続き中の方や、領収証を紛失

された方は同欄にその旨を記入して下さい。また、入会申込をされた方には後日、 (財)日 本学会

事務センター (東京)よ り会費の請求が送付されますのでご注意下さい。会費未納の場合には発表
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申込を受理できませんので、ご注意下さい。

6.オ ンライン登録の締切 :WWWで の演題申込受付は2000年 8月 23日 (水)正午 (日 本時間)で終
了します。締切直前にはアクセスが集中し、回線が混雑することにより発表演題の受付に支障をき

たすことも予想されますので、できるだけ締切直前を避け、時間的余裕をもって登録していただく

ようにご協力をお願いします。



4 講演要旨用紙記入方法

*印の項には記入しないで下さい。

希望するワークショップの番号を記入して下さい。

ワークショップを希望されない場合は、「ワークショップを希望しません」に○印を付けて下さ

い。

さらに「ポスター発表分類表」 (7頁に掲載)よ り演題にもっとも関連の深い分類を 2つ選び、

希望順に記入して下さい (例  1-b、 3-a)。 ワークショップ希望の場合も記入して下さい。

また、同一グループが一連の発表をし、関連演題に順序をつけたい場合は、その旨を通信欄に明

確に記入して下さい。

講演要旨はオフセット印刷しますので、ワードプロセッサー (ただし、できるだけレーザープリ

ンターをご使用下さい)またはタイプライターで直接印字するか、または印刷したものを丁寧に糊

付して下さい。

代表発表者の名前の左肩には○印をつけて下さい。

所属は略称を用いて下さい (外国の所属には国名を明記して下さい)。

昨年同様、演題、発表者氏名、所属を日本語と英語で並記して下さい。

講演要旨は、和文 。英文で10ポイントのサイズを用いて作成して下さい。なお、縮小率は約65%
ですので図や表にご注意下さい。

すべての発表者のふりがなを「発表者ふりがな」の枠内に記載して下さい。英字で記入する場合

は、FAMILY NAME,First Name Middle Nameの順で記載して下さい。

講演要旨の鮮明なコピー 6部 (B5判 )を添付して下さい (必ずオリジナルのコピーをお送り下
さい)。

1)

2)

3)

4)

5)

6)

11)

7)

8)

9)

10)

12)

5.演題申込受取書・演題採否通知書記入方法
1)演題申込受取書と演題採否通知書の葉書には演題名を記入し、裏面には宛名を記入して下さい。
なお、50円切手を必ず貼付して下さい。切手が貼られていない場合には返送しません (外国よりお

申込ふの方は、切手が貼付されていなくても構いません)。

2)演題申込受取書は、申込書到着後に代表発表者の本年度会費納入を確認した上で、返送されま
す。発表申込の採否は、ポスター発表は組織委員会が、ワークショップはワークショップの世話

人が決定します。個々の発表日時と会場については、プログラムでお知らせします。

6.演題の採否
1)お 申込みいただいた演題の採否は、プログラム編成後にお送りします「演題採否通知書」にてご
確認下さい。

〈演題申込に関する問合せ先〉

第23回 日本分子生物学会年会事務局

学会センター関西内

〒560-0082 豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル14階

Tel:(06)6873-23ol Fax:(06)6873-2300

E―mail:bunshi23@bcasi.or.jp
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参加登録について

1.年会参加者は必ず参加登録を行って下さい。参加章 (名札)を持たない方は会場には入場できませ
ん。

2.年会参加費は前納 (締切11月 10日 (金 ))の場合は一般会員7,000円 、学生会員5,000円 、非会員
10,000円です。11月 13日 (月 )以降の送金から当日の受付までは、一般会員10,000円、学生会員

7,000円、非会員11,000円 となりますのでご注意下さい。

年会参加費には、講演要旨集 1部の代金が含まれています。なお、講演要旨集のみご希望の方に

は、会員3,000円 (ただし、会員 1人につき 1部の承)、 非会員5,000円でお頒けします。

講演要旨集は印刷物として発行します。

3.年会参加費、講演要旨集代金の払込みには、同封の振替用紙をご使用下さい。同封の振替用紙を使
用されない場合には必ず通信欄に、第23回 日本分子生物学会年会と記入し、送金の内訳、住所、氏名

(ふ りがな)をご記入の上、下記の郵便振替口座へご送金下さい。

〈送金口座〉

口座番号 00970-8-1439

加入者名 第23回 日本分子生物学会年会
(日本分子生物学会の学会費の振替用紙とは日座が異なりますのでご注意下さい)

なお、経費節減のために、参加章と講演要旨集のそれぞれをできるだけまとめて発送したいと思い

ます。周囲に複数の申込者がいる場合は、年会参加費の納入に際してできるだけ以下のようなご協力

をお願いします。

1)参加章と講演要旨集を一括して発送できるグループ (例えば研究室単位等)を作り、連絡責任者
を決めて下さい。連絡責任者は、年会参加費等を集め、一括して振替用紙で送金して下さい。

2)連絡責任者は、送金と同時に、別途、連絡責任者の住所、TEL,FAX,E― mailと 送金の明細 (各
送金者の氏名 (ふ りがな)、 所属、内訳)を明記して、ファックス、E― mailも しくは郵便にて年会

事務局宛にお送り下さい (特に様式はありません)。

4.11月 10日 (金)までに年会参加費を振込まれた方には、年会前 (11月 下旬)に連絡責任者に参加章

と講演要旨集を一括してお送りし、配布していただくことになりますのでご注意下さい。

5。 年会参加費等払込みの領収証は、原則として発行しませんのでご了承下さい。念のため、郵便局が

発行する領収証は、参加章や講演要旨集の到着まで保管しておいて下さい。

年会期間中の宿泊のご案内

本年会での宿泊予約業務は、JTB国際旅行西日本営業部に依頼しております。会報に綴込んだ「宿

泊ホテルのご案内」をご利用下さい。お申込み
。問合せは下記に直接ご連絡下さい。

JTB国際旅行西日本営業部

「第23回 日本分子生物学会年会係」 (担当 黒岡)
〒530-0004 大阪市北区堂島浜 1-4-19 日土地堂島ビル

TEL:(o6)6345-9515  FAX:(06)6345-0910

E‐mail:kokusainishi_ec410@kns.jtb.co.jp
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第23回 日本分子生物学会年会 日程表 (予定)
―
―

（０

―

　
（
υ

|  |  |  |  |  |  |  |  |  |
10   11   12   13   14   15   16   17   18   19

12月 11日  (月 ) サテライトシンポジウム
「遺伝子組換えとその制御」

12月 12日 (火) サテライトシンポジウム「遺伝子組換えとその制御」

12月 13日 (水 )

V-rr3yA | |_ダ 懲ヾ,」 |

| |′
後 井 ||

シンポジウム

貼 付 : 説明ポスター ミキサー

展  示  会

12月 14日 0へ )

ワークショップ ロノク

バイオ

セミナー
シンポジウム

ポスター 説明 。討論 ミキサー

展  示  会

12月 15日 (金 )

ワークショップ
バイオ

セミナー
テクノロ シンポジウム

:   ミキサーポスター 説明 。討論

一不展
△

12月 16日 (土 )
|

バイオ
テクノロジー

セミナー
ワークショップ

: 説明・討論 :ポスター

展  示  会
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第23回年会ポスター発表分類表 (Classincation of poster sessions)

ゲノム (Genomes)

a ゲノム構造 (Genome structwes)
b ゲノム機能 (Genome inctions)
c ゲノム情報 (Genome information)
d その他 (Others)

分子構造 (Molecular Stmctures)

a 遺伝子・核酸 (Genes and nucleic acids)
b タンパク質 (Proteins)
c 分子集合 (Molecular assembles)
d 分子進化 (Molecular evolution)
e 染色体外因子 (ウ イルス、ファージ、プラスミド)
EExtra‐ chromosomalね ctors(Viruses,Phages,

Plasmids)〕

f  ぶ唐
.(CarbOhydrateS)

g  :旨 1質 (Lipids)

h その他 (Others)

3.分子機能 (Molec」 ar functions)
a 複製 (DNA、 RNA、 染色体)
〔Replication(DNA,RNA,Chromosomes)〕

b 染色体外因子 (ウ イルス、ファージ、プラスミド)
〔Extra― chromosomal factors (Viruses,Phages,

PlaSmidS)〕

c 組換え、修復、変異
(Recombination,Modincations,:Mutations)

d 転写 (TranSCriptiOn)
e 翻訳 (TranSlatiOn)
f RNA機能、RNAプロセッシング
(RNA inctions,RNA processing)
g タンパク質のプロセッシング
(Protein processing)

h 輸送と局在化 (Transport and localization)
i その他 (OtherS)

4.細胞の構造 (Cellular structures)
a 核内構造と核機能 (染色体、クロマチン、核小体)
〔Nuclear structures and functions

(Chromosome,Chromatin,Nucleali)〕

b 細胞質オルガネラ (ミ トコンドリア、クロロプラ
スト等)の構造と機能
〔Organellas (Mitochondoria,Chroloplasts)〕

c 生体膜、細胞骨格
〔Cell:Membranes,Cytoskeleton)〕

d その他 (Others)

5.細胞の機能 (Cellular inctions)
a 生理活性物質 (Bioact市e substance)
b 細胞増殖 (分裂、周期)
〔Cell proliferation (Division,Cell cycle)〕

c がん遺伝子、がん化
(OnCogeneS,Tumorigenesis)

d エネルギー (Bioenergetics)
e 運動 (Cell Mot■ ty)
f シグナル伝達 (Signal transduction)
g 細胞形質転換 (Transおrmation)
h アポトーシス (Apoptosis)
i その他 (Others)

高次生命現象

(Integrative and specialized cellular events)

a 免疫 (Immune)
b 発生、分化 (形態形成 )
〔Development,Dimerentiation(Miorphogenesis)〕

c 脳・神経系 (Brain,Nervous system)
d 老化 (Aging)
e 細胞間認識
(cen_cell interactions and recopition)

f がん (Cancer)
g 遺伝病 (Genetic diseases)
h その他 (Others)

分子生物学的方法論、技術

(Methods and techniques)

a DNA・ RNAIl学 (DNA,RNA technology)
b タンパク質工学 (PrOtein teChn010gy)
c ノックアウト・トランスジェニック生物
(Knockout,Transgenic animals)

d 病因解析および診断 (Diagnosis)
e その他 (Others)

8.生命情報科学・理論
(Bioinformatics and theories)

a  ′)FFi笙 化  (ヽlolecular evolution)

b その他 (Others)

9.その他 (Others)
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〈シンポジウムテーマー覧〉

計算情報生物学による構造ゲノム科学へのアプローチ

世話人 :郷 通子 (名大・院理)、 中村春木 (阪大・蛋自研 )
演 者 :Jeffrey Skolnick(Danおrぬ Plant Scio Ctr.,USA)、 西川 建 (国立遺伝研 )、 美宅成樹

(東京農工大 )、 皿井明倫 (理研 )、 藤 博幸 (生物工研 )、 郷 通子 (名大・院理 )、 中
村春木 (阪大・蛋自研)

2.構造・機能ゲノム科学
世話人 :横山茂之 (東大・理 )、 倉光成紀 (阪大・理 )

演 者 :未定

3.ゲ ノムからヒト・人間を見る
世話人 :榊 佳之 (東大・医科研)、 五條堀孝 (国立遺伝研 )
演 者 :榊 佳之 (東大 。医科研)、 五條堀孝 (国立遺伝研 )、 藤田哲也 (ルイパスツール研 )、 大

久保公策 (阪大・細生エセ)、 石野史敏 (東工大・遺伝子実験 )

4.糖鎖生物学 一糖鎖 リモデリングマウスからのレッスンー
世話人 :谷 口直之 (阪大・院医)、 川寄敏右 (京大・院薬 )

演 者 :未定

5.エネルギー変換の分子メカニズム ー単分子観察からのアプローチー
世話人 :三井洛光 (阪大・産研 )、 柳田敏雄 (阪大・院医)

演 者 :田中裕人 (科技団 。一分子過程プロ)、 大岩和弘 (通信総研・関西先端研セ)、 吉田賢右
(東工大・資源化学研 )、 三本木至宏 (阪大・産研 )、 難波啓一 (科技団・ERATO)

6.真核生物転写のシス・トランス制御の分子メカニズム
世話人 :大熊芳明 (阪大・細生エセ)、 半田 宏 (東工大・フロンティア)
演 者 :半田 宏 (東工大・フロンティア)、 Alan Po Wolffe(Sangamo Biosciences,USA)、 古久

保哲朗 (奈良先端大・バイオ )、 大熊芳明 (阪大・細生エセ)、 Michael Meisterernst

(GSF Inst,Mol.Immunol.,Germany)、  Michael Cole(Princeton Univ.,USA)

7.モディファイアー蛋白質による蛋白質分解の制御
世話人 :田中啓二 (都臨床研 )、 大隅良典 (基生研 )

演 者 :安田秀世 (東京薬大・生命科学 )、 斉藤寿仁 (Picower lnst.お r Med.Res.,USA)、 畠山
鎮次 (九大・生医研)、 野田健司 (基生研 )、 水島 昇 (基生研 )、 千葉智樹 (都臨床研 )、
鈴木俊顕 (都臨床研 )、 小林綾子 (阪大・院薬 )、 阪井康能 (京大・院農 )、 今村健志 (癌

研 )、 木全諭宇 (京大・生命科学 )

8.染色体の複製と分配のクロス トーク
世話人 :和賀 祥 (阪大・微研 )、 滝澤温彦 (阪大・院理 )
演 者 :平賀壮太 (熊本大・医)、 Daniel E.Gottschling(Fred Hutchinson Cancer Res.Ctr.,USA)、
J.Julian Blow(Univ.Dundee,UK)、  Stephen P.Bell(MIT,USA)
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9.DNAを 動かす蛋自質の構造と機能
世話人 :岩崎博史 (阪大・微研 )、 柴田武彦 (理研・遺伝生化学)

演 者 :Tom Ellenberger(HaⅣard Med.Sch.,USA)、 Wei Yang(NIH,USA)、 柴田武彦・美川

務 (理研)、 岩崎博史 (阪大・微研)、 加藤龍一 (阪大・院理 )、 真柳浩太 (生物工研 )

10.細胞内の分子選別と輸送のメカニズム

世話人 :中野明彦 (理研)、 吉久 徹 (名大・理 )
演 者 :中野明彦 (理研 )、 岡本龍史 (都立大・院理 )、 村田昌之 (生理研)、 谷 時雄 (九大・院

理)、 田浦徹也 (HaⅣard Med.Sch.and Dana― Farber Cancer lnst.、 現・徳島大 )、 中村

輝 (筑波大 )

11.突然変異の生成メカニズムとその生物進化における存在意義

世話人 :大森治夫 (京大・ウイルス研)、 岡田典弘 (東工大・生命理工)

演 者 :Miroslav Radman(Necker研 、France)、 岡田典弘 (東工大・生命理工 )、 大森治夫 (京

大・ウイルス研)、 花岡文雄 (阪大・細生エセ)、 Bradley PreStOn(Univ.Utah,USA)

12.ポ リトピック型膜タンパク質の機能構造形成

世話人 :山 口明人 (阪大・産研)、 川喜田正夫 (都臨床研)

演 者 :笠原道弘 (帝京大 。医)、 阪口雅郎 (九大・院医)、 青木和久 (都臨床研)、 中江太治 (東
海大・医)、 木村能章 (生物工研)、 山口明人 (阪大・産研)

13.細胞極性
世話人 :大野茂男 (横浜市大・医 )、 岡野栄之 (阪大

。医)

演 者 :未定

14.植物の対称性分化と軸形成
世話人 :町田泰則 (名大・院理 )、 岡田清孝 (京大・院理 )、 田坂昌生 (奈良先端大・バイオ)

演 者 :未定

15.細胞運動性制御の分子基盤
世話人 :佐邊壽孝 (大阪バイオサイエンス研)、 高井義美 (阪大

・院医)

演 者 :石崎敏理 (京大・院医)、 伊藤彰彦 (阪大・医)、 矢野 元 (大阪バイオサイエンス研 )、

中西宏之 (阪大・院医)、 Arthur M.Mercurio(Res.North Beth lsrael Deaconess Med.

ctr.and Harvard Med.Sch.,USA)

16.細胞ダイナミックスのフロンティア
世話人 :米 田悦啓 (阪大・院医)

演 者 :未定

17.細胞周期制御と癌化の接点
世話人 :西 田栄介 (京大・院生命科学 )、 柳田充弘 (京大・院生命科学 )

演 者 :石川冬木 (東工大・生命理工)、 加藤サ1贋也 (奈良先端大)、 西田栄介 (京大・院生命科学)、

宮園浩平 (癌研 )、 柳田充弘 (京大・院生命科学)
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18.受容体における分子認識
世話人 :陣上久人 (生物工研 )、 森川歌右 (生物工研 )

演 者 :陣上久人 (生物工研 )、 Eric Gouaux(Columbia Univ.,USA)、 平野俊夫
森川取右 (生物工研 )、 Ian A.Wilson(The Scripps Res.Inst.,USA)

19.低分子量 G蛋白質
世話人 :高井義美 (阪大・院医 )、 成官 周 (京
演 者 :西本毅治 (九大・院医)、 湊 長博 (京

義美 (阪大・院医 )、 佐々木卓也 (徳島

(阪大・医 )、

医)

生命科学 )、 成官 周 (京大・院医)、 高井
)、 金保安則 (都臨床研)

院

院

医

大

大

大

20.細胞の接着と運動
世話人 :月 田承一郎 (京大・院医)、 中西宏之 (阪大・院医)

演 者 :未定

21.再生医学へ向けての幹細胞研究
世話人 :仲野 徹 (阪大・微研 )、 西川伸一 (京大・院医)
演 者 :丹波仁史 (阪大・医)、 真貝洋一 (京大・ウイルス研 )、 仲野 徹 (阪大・微研 )、 須田年

生 (熊本大・発生医学研セ)、 中内啓光 (筑波大・基礎医学 )、 笹井芳樹 (京大・再生研 )

22.マ ラリア原虫をはじめとする寄生適応の分子生物学
世話人 :堀井俊宏 (阪大・微研 )、 北  潔 (東大・院医 )
演 者 :未定

23.内分泌かく乱物質の生体に及ぼす分子機構
世話人 :有賀寛芳 (北大・院薬 )、 井口泰泉 (岡崎国立共同研究機構・統合バイオセ)

演 者 :藤井義明 (東北大・院理 )、 諸橋憲一郎 (基生研 )、 野原恵子 (国立環境研 )、 名和田新
(九大・院医 )、 井口泰泉 (統合バイオセ)、 有賀寛芳 (北大・院薬 )

24.エージングの分子生物学 :発達、加齢、寿命制御の分子基盤
世話人 :帯刀益夫 (東北大・加齢研 )、 森  望 (国立長寿医療研セ)
演 者 :古市泰宏 (エ イジーン研 )、 榎本武美 (東北大・薬 )、 石井直明 (東海大・医 )、 三木哲郎

(愛媛大・医)、 森  望 (国立長寿医療研セ)、 鍋島陽一 (京大・院医)
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くワークショッ

1.ポストゲノム時代の構造生物学 神田 大輔
藤  博幸

2.ゲ ノム情報科学の新展開   中井 謙太
高木 利久

3.DNAの 三次元構造に書き込まれた情報
一非 B型 DNAの生命機能一  大山  隆

刀祢 重信

4.細 胞膜糖脂質とマイクロドメインの分子生
物学            竹田 潤二

木下タロウ

5.DNA修 復の分子機構     花岡 文雄
田中亀代次

6.エ ピジェネティックスの分子基盤
佐々木裕之

田「1烏 正二

7.:リ ング状オリゴマーを形成するAAA+AT‐

Paseの分子機構       小椋  光
秋山 芳展

8.21世紀の組換え研究の展開   小川 智子
篠原 美紀

9.制 限酵素修飾酵素遺伝子 :ゲ ノムを造り替
える利己的な動く遺伝子    小林 一三

大矢 禎一

10.タ ンパク質 リン酸化、脱 リン酸化による生
体機能制御         南  康博

的崎  尚

11.プロテインフラックス&ト ラフィック
遠藤斗志也

三原 勝芳

12.ポ ス トゲノムに基づく古細菌分子生物学の

発展            山岸 明彦
石野 良純

13.複製開始分子機構の普遍性   釣本 敏樹
升方 久夫

プテーマー覧〉

14.PPAR一 多様な機能を持つ核内レセプター
大隅  隆
本島 清人

15.ミ トコンドリアゲノムの維持と障害の分子

論             康  東天
中別府雄作

16.微生物細胞分裂における染色体 integrity保

持機構           片山  勉
仁木 宏典

17.染色体機能の変動とクロマチン構造変換
舛本  寛
広瀬  進
石川 冬木

18.エ ンドソーム・リツソーム機能の発現と制
御             吉森  保

和田  洋

19.シ グナル伝達と分子認識    稲垣 冬彦
箱嶋 敏雄

20.減数分裂の分子制御 :モ デル生物を用いた
研究の最前線        野島  博

下田  親

21.アポ トーシス        辻本 賀英

22.骨格系細胞制御の分子シグナリングと組織
再生            野田 政樹

宮園 浩平

23.植物の生き方を決めるシグナル分子
島本  功
柿本 辰男

24.植物における高次シグナル伝達機構として
の His・ Aspリ ン酸 リレー系の多様性と普

遍性            水野  猛
杉山 達夫

25.シナプス可塑性の分子機構   饗場  篤
真鍋 俊也

26.脂溶性シグナル分子による遺伝子情報調節
機構            田辺  忠

加藤 茂明
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27.ス カベンジャー受容体ファミリーとその機
能             沢村 達也

新井 洋由

28.シ グナル伝達におけるプロテオリシス
日和佐隆樹

久永 真市

29.パターン形成の分子機構    佐々木 洋
日比 正彦

30.細菌感染の分子機構     笹川 千尋
堀口 安彦

32.高次生命現象を遺伝子でどこまで説明可能
か ?             近藤  滋

芝  清隆

33.:Male GeHn Cell Developmentin Mammals

哺乳類の雄性生殖 (細胞)分化 野崎 正美
岡部  勝

自然免疫と適応免疫のクロストーク

審良 静男
菊谷  仁

35.生殖細胞の成立基盤 松居 靖久
小林  悟31.神経細胞の形態制御 貝iサ |‖ 弘三

竹居光太郎  36 多様な先端可視化技術と分子生物学の接点
を考える          福井 希一

原島  俊
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〈ワークショップ概要〉

1.ポストゲノム時代の構造生物学
神田大輔 (生物工研)、 藤 博幸 (生物工研)
時間的空間的な遺伝子発現の総体 (ト ランスクリプトーム、プロテオーム)を調べ、生体系を構成す

る情報ネットワークを理解しようという試みが、ポストゲノムの主要な研究テーマとして注目されてい

る。ポストゲノムがこのように網羅性を追求するのに対して、構造生物学は個別の系を研究対象として

分子レベルでの生命現象の理解を指向している。一方で、構造ゲノミクスのように、網羅性を指向した

動きも出てきている。このような状況の中での、構造生物学の分子生命科学における位置を探るため、

本ワークショップを企画する。プロテオーム解析、構造ゲノミクス、超分子構造の解析の近年の動向、

またそれらの研究をつなぐ上でのバイオインフォーマティクスの役割を各演者に紹介してもらう。最後

にディスカッションの時間を設定して議論を深める。

2.ゲ ノム情報科学の新展開
中井謙太 (東大・医科研 )、 高木利久 (東大・医科研 )

ゲノム塩基配列データが蓄積されるにつれて、ゲノム情報科学の重要性がますます認識されるように

なってきている。本ワークショップでは、高性能なソフトウェア、例えば、アセンプリーソフトの出現

によって、塩基配列決定のペースが決定的に影響を受けた例に代表されるゲノム情報科学の実用的な側

面と、ゲノム情報の解析を通して、生命情報の原理的な理解に迫るという基礎的な側面の双方に着目

し、公募も含めた第一線の研究発表の場としたい。

3.DNAの 二次元構造に書き込まれた情報 ―非 B型 DNAの生命機能一
大山 隆 (甲南大 。理 )、 刀祢重信 (川崎医大 )
DNAに は、よく知 られた B型構造の他にも多様な構造が存在する。左巻きのらせんを持つ Z型

DNAや 、らせん軸の軌道が曲がった構造のベン トDNA、 さらには、三重鎖、四重鎖構造をとった
DNAな どは、その代表的な例である。最近になって、これらの構造が、遺伝子発現の制御を始めとし

た生命現象のさまざまな局面で、重要な役割を果たしていることが解明され始めた。本ワークショップ

では、非 B型 DNA構造の生物学的意義について、幅広い視点から議論する。

4.細胞膜糖脂質とマイクロドメインの分子生物学
竹田潤二 (阪大・院医)、 木下タロウ (阪大・微研)

近年、脂質が細胞内シグナル伝達機構に深く関わっていることが、P13キナーゼの活性化機構の解析

などを通して明らかになりつつある。一方、スフィンゴ脂質は細胞膜上でマイクロドメインあるいはラ

フトと呼ばれる特殊な領域を形成し、さまざまな生物学的機能に深く関わっていることが想像されてい

る。本ワークショップでは、細胞膜糖脂質の生合成と機能に関わる最近の知見を紹介したい。

5.DNA修 復の分子機構 .

花岡文雄 (阪大・細生エセ)、 日中亀代次 (阪大・細生エセ)

生物はさまざまなDNA損傷に対応して、多様な修復機構を備えている。近年、各種 DNA修復機構
の分子レベルでの解析が進み、また修復欠損病の原因遺伝子も次々と明らかにされつつある。さらに病

態モデルとしての修復遺伝子ノックアウトマウスも数多く作成され、ダブルノックアウトといった手法

も取り入れられている。本ワークショップでは、種々の修復機構の分子レベルでの解析を中心に、

DNA修復研究の最前線を紹介する。
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6.エ ビジェネティックスの分子基盤
佐々木裕之 (国立遺伝研 )、 日嶋正二 (阪大・蛋自研 )

遺伝情報の発現には、直接塩基配列に依存しない “エビジェネティック"な影響が重要な因子として

働いている。このエビジェネティック効果には、DNAメ チル化、ヒス トンのアセチル化、クロマチン
リモデリング、それとポリコーム遺伝子群等の関与が挙げられる。本ワークショップでは、特に染色体

DNAの メチル化に注目して、これに関わるエビジェネティック効果の分子基盤について議論を深める
場としたい。

7.リ ング状オリゴマーを形成する AAA+ATPaSeの 分子機構
小椋 光 (熊本大・発生医学研セ)、 秋山芳展 (京大・ウイルス研 )
オルガネラの形成、膜融合、タンパク質の凝集阻止・再生あるいは分解などさまざまな細胞機能を制

御するAAAタ ンパク質は共通の ATPaseド メインを持つ新しいタイプのシャペロンである。DNA複
製、組換え 。修復、転写に働 くATPase群 の多くとも共通性が高 く、より大きなファミリーを形成す

ることが明らかとなり、AAA+と総称されるようになってきた。これらは共通してリング状のオリゴ
マーを形成する。リング構造の意義も含め、AAA+ATPaSeの分子機構の現状について紹介する。

8.21世紀の組換え研究の展開
小川 智子 (国立遺伝研)、 篠原 美紀 (阪大・院理 )
組換え反応は、細菌から高等真核生物まで保存された遺伝子機能を中心に行われ、これら遺伝子機能

の修飾と厳密な制御により多様化している。その制御で働 く蛋白質はまた、クロマチン構造、細胞周期

のチェックポイント機構、核内構造体、転写、DNA複製、染色体分配などの反応にも関与する。した
がって、組換え機構の全容の理解には、これら蛋白質の素反応とその連携の仕組みを統括的に解析する

必要がある。今回は、これらの視点で組換え研究を考える。

9.制限酵素修飾酵素遺伝子 :ゲ ノムを造り替える利己的な動く遺伝子
小林 一三 (東大 。医科研)、 大矢 禎一 (東大・院新領域)
ゲノムを存続させる力は何か、言い換えれば、ゲノムの変化・進化をつき動かす力は何か ' 手がか
りが、細胞生物の全ゲノム配列解読から現れ始めた。見えてきたのは、「本来利害の異なる遺伝子たち

が、あるいは争いあるいは協力する 1つのコミュニティー」としてのゲノムである。とりわけ、ゲノ

ムの他の部分と利害を異にする「利己的遺伝子」単位が、ゲノムの維持・変化に重要な役割を果たして

いるらしい。一方ゲノムの側もこれらの利己的遺伝子への対応手段を進化させてきた。ゲノムの解読・

比較とゲノム変化機構の実験解析とが合流して、ゲノムの存続と進化の原理に一気に迫る時が来た。

10.タ ンパク質リン酸化、脱 リン酸化による生体機能制御
南 康博 (神戸大・医 )、 的崎 尚 (阪大・院医)
タンパク質キナーゼ、ホスファターゼによる細胞内標的タンパク質のリン酸化、脱リン酸化は、多彩

な生体機能の発現制御過程に密接に関わっている。近年多種多様なタンパク質キナーゼ、ホスファター

ゼが発見され、さらにそれらの機能について新たな知見が蓄積してきており、タンパク質リン酸化、脱

リン酸化研究の新たな展開の気運が高まりつつある。本ワークショップでは、生体機能制御過程におけ

るタンパク質キナーゼ、ホスファターゼの役割についての最新のホットな知見を紹介していただき、今

後のタンパク質キナーゼ、ホスファターゼ研究の接点について新たな方向性を見い出したい。
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11.プロテインフラックス&ト ラフィック
遠藤斗志也 (名大・院理)、 三原 勝芳 (九大・院医)
細胞機能は、合成されたタンパク質が細胞内の適切な部位に移行し、機能化することにより保証され

る。どのタンパク質が、どんなタイミングで、どの細胞内移動経路に乗って、どこに移行し、機能がど

う変換されるか。これがプロテイントラフィックの主要な問題である。ゲノムプロジェクトの進行によ

り、 トラフィックを細胞内で合成される全タンパク質に関する、方向性を持った定量的なタンパク質の
流れ (プロテインフラックス)と して捉えることが可能になりつつある。ここではポストゲノム時代に

おける細胞生物学の重要課題として、プロテインフラックスという視点で捉えたトラフィックについて

討論したい。

12.ポストゲノムに基づく古細菌分子生物学の発展
山岸明彦 (東京薬大)、 石野良純 (生物工研)

古細菌が第 3の生物として提唱されてから20数年が過ぎるが、最近のグノムプロジェクトの流れによ

り世界各地でゲノム配列解析が進み、現在までに数種の古細菌の全ゲノム配列が決定されている。その

結果もたらされた情報をもとに、遺伝子構造や産物の一次配列を比較することによって、古細菌が、そ

れぞれ真正細菌とも真核生物とも類似した特徴を有しており、進化的にみて大変重要かつ興味深い生物

群であることが確認された。したがって、これまでに蓄積されてきた、真正細菌、真核生物での研究成

果と対比させながら、古細菌細胞に見られるさまざまな分子機構を理解することによって、我々の生命

現象に対する理解は大きく深まることが期待される。本ワークショップでは、ポストゲノム時代に合わ

せ本格化した古細菌の基礎分子生物学の現状と今後の展望を議論したい。

13.複製開始分子機構の普遍性
釣本敏樹 (奈良先端大・バイオ)、 升方久夫 (阪大・院理)

DNA複製反応は増殖細胞がゲノム情報を維持するために必須の反応であり、細胞周期や染色体構造
の変化と密接にリンクして制御されている。このように基本的な生命反応は種を越えて保存されている

と考えられ、実際に関与する因子には普遍性がみられる。一方、さまざまな生物種では複製開始点の構

造を始めとして種特異的な違いも明らかになりつつある。本ワークショップでは、複製開始とその制御

機構に焦点を絞り、様々な生物種を越えた普遍性を浮き彫りにすることにより、複製開始の全体像を理

解したいと考えている。

14.PPAR―多様な機能を持つ核内レセプター
大隅 隆 (姫路工大・理 )、 本島清人 (東邦大・薬)
PPARは ペルオキシソーム増殖剤、抗糖尿病剤、長鎖脂肪酸、エイコサノイドなど、さまざまな化

合物を受容する核内レセプターである。PPARα は脂質のホメオスタシス、γは脂肪細胞分化、血糖調

節、炎症調節など、δは胚の着床などに重要とされている。PPARフ ァミリーは、種々のシグナルに応

答して多様な生体調節を行う転写因子と考えられ、幅広い関心を呼んでいる。このワークショップでは

PPAR研究の最新の成果を紹介いただき、討論する。

15.ミ トコンドリアゲノムの維持と障害の分子論

康 東天 (九大・院医)、 中別府雄作 (九大 。生医研)
ミトコンドリアゲノム維持に関係する遺伝子も次々と同定され、ミトコンドリアゲノムの維持と障害

を分子レベルで論じることができるようになってきた。しかし、ミトコンドリア DNAの加齢や病態に

おける変異の発生とその蓄積の機構については、例えば、最もよく研究されている活性酸素の役割につ

いてさえ多くが不明である。当ワークショップでは、ミトコンドリアゲノムの維持と障害の分子機構に
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ついて幅広い角度から論議したい。

16.微生物細胞分裂における染色体 integrity保持機構
片山 勉 (九大・院薬)、 仁木宏典 (熊本大・発生医学研セ)
細胞増殖時に染色体 DNAの全体構造を保持する機構は、染色体の 1回性複製・均等分配・組ふ換え
などの制御とその連携により成立する。 1回性複製は、複製開始タンパク質の適時的な機能制御と、中
断なく確実に全体を複製しきるよう仕組まれた複製フォーク装置に依存する。染色体分配には、特定

DNA領域とそこに作用するタンパク質の移動と局在性が必要である。本企画では、生化学・分子遺伝
学を総合した微生物細胞の研究から、染色体保持機構に関わる分子装置とその作用機構に関する成果を

紹介したい。

17.染色体機能の変動とクロマチン構造変換
舛本 寛 (名大・院理)、 広瀬 進 (国立遺伝研)、 石川冬木 (東工大 )
染色体機能の解析の進展とともに、DNAの一次配列で機能の全てが決まるのではなく、配列に依存
しながらもそこにどのようなクロマチン構造が形成されるかによってエビジェネティックに機能が変化

したり、あるいは、細胞増殖を繰り返しても安定に機能が維持されることが解ってきた。そこで本ワー

クショップではクロマチンの構造形成、維持、変換機構を切り口に真核生物染色体の幅広い機能にまつ

わる生命現象に迫ってなたい。

18.エ ンドソーム・リツソーム機能の発現と制御
吉森 保 (基生研)、 和田 洋 (阪大・産研 )
エンドソーム・リソソーム系のオルガネラは細胞の内と外との接点にあたる細胞内小器官であり、細

胞の代謝生理のふならず細胞間情報伝達の一端をも担う重要なコンパー トメントである。近年、吉森、

和田らの研究グループは各々、初期エンドソーム、後期エンドソームの膜動態を担う新規の機能分子の

研究を進め、リバースジェネティクスの手法を駆使した機能解析を進めている。本ワークショップでは

これらの研究を中心に、エンドソーム系オルガネラの膜ダイナミズムを司る分子機構と、エンドソー

ム・リソソームに局在する分子 (加水分解酵素、V―ATPaseな ど)の機能発現の制御機構を議論した
い。

19.シ グナル伝達と分子認識
稲垣冬彦 (北大・院薬 )、 箱嶋敏雄 (奈良先端大・バイオ)

シグナル伝達に関与する蛋自質は複数の機能 ドメインより構成されており、分子内、分子間のドメイ

ン相互作用を通してシグナルは制御されている。したがって、個々の機能 ドメイン間の分子認識機構を

解明すると同時に、インタクトあるいはインタクトに近い構造フレームでシグナル伝達機構およびその

制御機構を解明することが重要である。本ワークショップでは、シグナル伝達における蛋白質相互の分

子認識機構および制御機構について議論する。

20.減数分裂の分子制御 :モデル生物を用いた研究の最前線
野島 博 (阪大・微研)、 下田 親 (大阪市大・院理)
減数分裂の分子制御機構の解析が、急速に進展しつつある。酵母や線虫などの分子生物学のモデル生

物を用いた研究がブレイクスルーを果たそうとしている。これはゲノム情報の蓄積と、顕微鏡観察技術

の飛躍的な発展により、遺伝子とタンパク質から減数分裂という高次の細胞レベルの現象を構築するこ

とが容易になったからである。本ワークショップでは若手研究者による先端的な研究成果を話していた

だき、この研究分野の現状を把握するとともに将来を展望したい。
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21.アポ トーシス
辻本賀英 (阪大・院医)

アポトーシス (細胞死)は細胞の持つ自爆機構であり種々の生命現象に関わっている。

1980年代の後半に BCl-2,Fasな どのいくつかのアポトーシス関連因子が知られるようになり、一方、

線虫 (aルgαπS)を用いたプログラム細胞死の遺伝学的解析が進展したことを契機に、爆発的な研究

がなされ、現在では、そのシグナル伝達機構の基本的な骨組みは随分とよく分かるようになってきた。

また、アポトーシスの制御破綻が多くの疾患に関わっており、アポトーシス研究がそれら疾患の治療に

向け新しいアプローチを提供する可能性を秘めているため、基礎生物学の分野に留まらず、医学、薬学

の分野においても重要なテーマになっている。今回のワークショップでは、アポトーシス研究の新たな

進展を発表していただき、アポトーシスの分子機構とその制御に関して活発な議論をしていただく予定

である。

22.骨格系細胞制御の分子シグナリングと組織再生

野田政樹 (東京医歯大 )、 宮園浩平 (癌研)

骨格系細胞の発生過程において機能する、形態形成ならびに骨格細胞の特異性を決定する分子群のシ

グナルの解析は、成人の骨粗琢症、変形関節症、骨折治癒過程の異常などにおける細胞の病態生理を解

明し、組織再生の基礎となる分子機構を理解する上で、重要である。本ワークショップでは、骨芽細

胞、軟骨細胞、破骨細胞の制御シグナル分子の機能の最先端の知見について討論する。

23.植物の生き方を決めるシグナル分子
島本 功 (奈良先端大・バイオ)、 柿本辰男 (阪大・院理)
植物の分子生物学は、ゲノム解析の進展に伴い急展開を見せている。その中でも、植物が光や他生物

など、外界からのシグナル、あるいは生体中のホルモンなどのシグナルに応答して行う一連のシグナリ

ングについて、新しい遺伝子やタンパク質が発見されてきている。このワークショップではシグナリン

グにおいてキーとなる遺伝子とタンパク質の同定とその特性について活発な議論をしたい。シグナル分

子の解析を通して植物特有の生き方が見えてくることを期待している。

24.植物における高次シグナル伝達機構としての His・ Aspリ ン酸リレー系の多様性と普遍性

水野 猛 (名大・院生命農学 )、 杉山達夫 (名大・院生命農学)
生物は進化の過程でタンパク質のリン酸化を介したシグナル伝達に関して二種類の普遍的モードを確

立したと考えられる。「Ser/Thr/Tyrリ ン酸化」であり、「His/Aspリ ン酸化」である。His・ ASpリ ン

酸リレー系は原核生物にだけ限定されたシグナル伝達機構ではなく、酵母や粘菌といった真核生物に

Hisキナーゼが続々と発見されている。また、植物における高次シグナル伝達機構の新たなパラダイム

として注目され、分子生物学的研究が展開されつつある。このような現状を捉え、植物における His・

Aspリ ン酸リレー系に関する最近の新展開を中心にしたワークショップを企画する。

25.シナプス可塑性の分子機構
饗場 篤 (東大 。医科研 )、 真鍋俊也 (神戸大・医)
脳は発達が完了した後も、時々刻々その微細構造や機能を動的に変化させている。これにより、記

憶・学習といった脳高次機能が可能となっているが、その基礎過程としてシナプスの長期的修飾が重要

である。本ワークショップでは、このシナプス可塑性の発現機構を細胞レベルから個体レベルまで幅広

く扱うが、その背景にどのような分子レベルでの変化が起こっているかという点に注目したい。これを

通じ、神経系修飾機構の分子レベルでの大原則の解明に迫れることを期待する。
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26.脂溶性シグナル分子による遺伝子情報調節機構
田辺 忠 (国循セ研 )、 加藤茂明 (東大・分生研)
ステロールや脂肪酸などの低分子量脂溶性分子は、SREBPや PPARな どのクラスの異なるリガン
ド応答性転写制御因子のリガンドとして、代謝調節、細胞機能、細胞死など幅広い生命現象に関わって

いる。本シンポジウムでは、低分子量脂溶性分子をリガンドとする SREBP,PPAR,LXR,FXR等 のレ
セプターを中心に、最近明らかになった低分子量脂溶性分子のシグナル伝達機構に関する最近の知見を

総合的に論ずる。

27.スカベンジャー受容体ファミリーとその機能
沢村達也 (国循セ研 )、 新井洋由 (東大・院薬)

スカベンジャー受容体ファミリーは変性リポ蛋自に対する親和性により同定された蛋白群であるが、

互いに構造は大きく異なり、生体内ではそれぞれ固有の役割を担っている可能性がある。本ワークショ

ップでは新しく同定された受容体を紹介するとともに、最近分かってきたそれぞれの受容体の生理的な

機能について、特に細胞との相互作用 (例えば、アポトーシス細胞の処理、血小板の認識など)と いう

観点から見た機能について紹介する。

28.シグナル伝達におけるプロテオリシス
日和佐隆樹 (千葉大・医 )、 久永真市 (都立大・院理)

近年における精力的な研究によリシグナル伝達機構が徐々に解明されてくると、プロテアーゼはシグ

ナル伝達分子の代謝を制御し、シグナル伝達に密接に関わっていることが明らかになってきた。そこで

本ワークショップはカスパーゼ、カルパイン、カテプシン等さまざまなプロテアーゼのシグナル伝達と

の関わりについて最新の情報を公開し、シグナル伝達におけるプロテオリシスの役割について理解を図

るものである。

29.パターン形成の分子機構
佐々木洋 (阪大・細生エセ)、 日比正彦 (阪大・院医)

生物の体は、体軸や器官となどさまざまな規則正しい構造から成り立っているが、そういった構造を

作り上げるためには、細胞の状態の変化 (分化・増殖など)を時間的および空間的に厳密に制御する必
要がある。そこで、本ワークショップでは、これらの制御機構に対する、転写制御・シグナル伝達など

のさまざまな分子的アプローチを取り上げ、生物がパターン形成に用いている分子機構について議論し

たい。講演は原則として一般演題からの公募とする。

30.細菌感染の分子機構
笹川 千尋 (東大・医科研)、 堀口 安彦 (阪大・微研)
病原細菌は宿主細胞の本来の機能を修飾することによって感染を成立させている。そのため細菌感染

の場では異常な宿主細胞のさまざまな姿が見られるが、それは特定のシグナル伝達系や生体分子機能の

細菌による応用、増幅、阻害の結果に他ならない。本ワークショップでは、このような細菌感染の分子

機構の解析に焦点を当てて最近の研究成果を紹介し、分子生物学と細菌学の接点に広がる新しい研究領

域を展望したい。

31.神経細胞の形態制御
貝淵弘三 (名大・院医)、 竹居光太郎 (理研 )

神経細胞は脳内において複雑なネットワークを形成するが、その基本機能は樹状突起より信号を入力

して軸索から信号を出力して他の神経細胞に伝えることである。このため神経細胞は分化成熟の過程で

-18-



大きく形態変化する。すなわち、神経細胞はminor processesと 呼ばれる共通の突起から通常一本の軸

索と複数の樹状突起を伸展して極性を形成する。軸索はその先端の成長円錐が種々のガイダンス因子に

反応して誘導され脳内の正しい位置へと投射される。一方、樹状突起は多数分岐して、軸索の神経終末

とシナプスを形成する。また、記憶成立の素過程と考えられている長期増強 (LTP)の際にシナプス

の再構築も観察されている。これらの神経細胞の形態変化は細胞骨格や細胞接着装置のダイナミックな

再構築を伴うものであるが、近年までその分子基盤は明らかではなかった。最近の分子生物学や神経生

物学の急速な進展により、次第に神経細胞の形態制御機構が明らかになってきた。本ワークショップで

は、本分野での最先端の研究を紹介して議論したい。

32.高次生命現象を遺伝子でどこまで説明可能か ?

近藤 滋 (徳島大・総合科学 )、 芝 清隆 (癌研)
現在、生物学者が対象としている生命現象の多くは、複数の要素が空間や時間的広がりを持って相互

作用する複雑な生命現象である。そのため、これまでは絶大な効力を発揮していた遺伝子クローニング

やゲノムの構造の解明だけでは、問題の解明に至ることは難しくなっており、新たな方法論が求められ

ている。本ワークショップでは、そのような「複雑な系」に対して、独自の切り口で取り組んでる研究

者を一般公募の中から採択し、ポストゲノム時代の遺伝子研究の展望について活発な議論を行いたい。

33.Male Germ Cell Development in Mammals哺 乳類の雄性生殖 (細胞)分化

野崎正美 (阪大・微研)、 岡部 勝 (阪大・遺伝情報 )
哺乳動物でも人工授精やクローン動物作出が一般化され、さらに最近は環境ホルモンの精子形成能ヘ

の影響が取りざたされるなど、近年生殖生物学に対する関心が高まっている。ところが、基礎となる生

殖細胞についての理解は不十分であると言わざるを得ない。このワークショップでは性分化後の雄性生

殖細胞分化に焦点を絞り、一連の過程における分子生物学的研究の現状を紹介し、今後の展望について

議論したい。

34.自 然免疫と適応免疫のクロストーク

審良静男 (阪大・微研)、 菊谷 仁 (阪大・微研)
ヒトを始めとする高等生物は、あらゆる病原体に対応するように抗原特異的な免疫機構 (適応免疫)

を進化させてきた。免疫学や分子生物学の目覚しい進歩により、抗原受容体の多様性獲得機構、クロー

ン選択機構、リンパ球の活性化調節機構など適応免疫の大まかな仕組みが明らかになってきた。一方、

適応免疫の発動までは、自然免疫が生体防御の最前線として機能しているが、この自然免疫における病

原体認識機構も分子レベルで明らかになりつつある。自然免疫における中心的なエフェクター細胞は、

適応免疫においても抗原提示細胞やエフェクター細胞として重要な働きをしている。また、適応免疫の

発動には、自然免疫によって引き起こされた炎症刺激で抗原提示細胞が活性化される必要がある事も明

らかになっている。したがって、生体防御反応を真に理解するには、これまでともすれば別個の生体反

応として研究されてきた自然免疫と適応免疫のいずれをも包含するような概念が必要と思われる。

35.生殖細胞の成立基盤
松居靖久 (大阪府立母子保健総合医療セ研)、 小林 悟 (筑波大・遺伝子実験セ)
胚発生過程での生殖細胞の形成は、多くの生き物では卵内に局在した生殖質によって引き金が引かれ

ることが知られている。一方、哺乳類では生殖質の存在は確認されておらず、生殖細胞形成は胚発生が

ある程度進んでから初めて起こるように思われる。しかしいずれの場合も、どのような分子が実際にそ

の運命を決定付けるのかについては、なお不明な点が多い。本ワークショップではいくつかの代表的な

実験動物の生殖細胞形成に関する研究結果を通して、その分子機構解明に向けたアプローチの現状を把
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握する。

36.多様な先端可視化技術と分子生物学の接点を考える
福井希一 (阪大・院工 )、 原島 俊 (阪大・院工 )
分子生物学分野では、従来、視覚による解析は稀であった。しかし、最近の工学的諸技術の発展によ

り新たな展開を見せつつある。特に DNAの可視化、 1塩基対置換の検出、ゲノム中での遺伝子の局在
情報等に新しい成果が生まれている。これらの可視化技術は冷却 CCDカ メラ、デコンボリューション

法、走査型プローブ顕微鏡などの新技術の発展に支えられている。ここでは多彩な先端可視化技術をと

りあげ、分子生物学との接点を考える。

- 20 -



(記入例 )

演題番号 * 受付番号 *

代表発表者名  和  賀 祥

演題に関する連絡先

名 杉 野 明 雄

所  (〒
| 1565-0871)

吹田市山田丘3-1

大阪大学微生物病研究所

遺伝子複製研究分野

′

「
EL ( 06 ) 6879-8331
FAX  ( 06 ) 6877 - 3584

:E)-lnail asugino@biken.osaka¨ u.ac.jp

第23回 日本分子生物学会年会 演題申込書

氏

住

代表発表者の日本分子生物

学会の年会費の払込票兼

受領証のコピーを貼付して

ください。

チェックリス ト

(投函前にご確認 ください。)

□ 第23回 日本分子生物学会年会 演題申込書

□ 払込票兼受領証のコピー貼付

□ 第23回 日本分子生物学会年会 講演要旨用紙

□ 第23回 日本分子生物学会年会 講演要旨用紙のコピー 6部

(必ずオリジナルのコピーをお送 りください。)

□ 演題申込受取書 (□ 50円切手貼付 )

□ 演題採否通知書 (□ 50円切手貼付 )

―

一 一
―

―

切 り 離 し て く だ さ
い

。

______ _ _______―

一 一 一

十

一 一 一 一
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(記入例 )

第23回 日本分子生物学会年会 講演要旨用紙

演題番号 * 受付番号 *

ワークショップ

ポスター発表

キーワード

希望します (希望番号 5)。 希望しません。

第一希望分野 3a,第 二希望分野 lb,

DNAポ リメラーゼ δ 染色体 D]二重製 ___上 ブュニット構造

講演要旨 この部分は写真印刷です。曲げたり、汚したりしないで下さい。
発表者ふ りがな

英字で記入する場合は FAMILY
NAゝ〔E,First Nameヽ 4iddle Name

の順に記入願います。

わが しょう
KOBAYASHI,Ry司 i

STILLMAN,Bruce

すぎの あきお

通信欄

“出芽酵母 MCM10と 遺伝学的相互作用のある新規の遺伝子 SLM2の機
能解析"笹沼博之の次にお願いします。

平成 12年 8月 9日 (水)必着
WWWに よる演題申込は平成12年 8月 23日 (水)締切です。
この用紙で申込まれた演題は重ねて WWWか ら申込むことはできません。
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ヒトDNAポ リメラーゼδの新規サブユニットの同定
°和賀祥1,2,Ryuli Kobayashi2,Bruce stinman2,杉 野明雄1

(1阪大・微研・遺伝子複製、2CSHL,USA)
Identification of the′

「
hird Subunit of IIurnan DNA:P01ynlerase δ

Oshou lvagal,2,Ryuji:Kobayashi2,Bruce stillman2,Akio Suginol(lDept.

of iBiochenl. Mol. :Biol., Res. Inst. RIicrobial I)iseases,(Dsaka Univ.,
2CSHL,USA)

染色体 DNA複 製に関わる主要な DNAポ リメラーゼの一つである
DNAポ リメラーゼδ (Pol δ)は、酵母においては少なくとも3種類のサ
ブユニットから構成される。一方、哺乳動物細胞 P01δ のサブユニット構
造については、p125と p50と が同定されているが未だ不明な点が多い。
そこで我々は、哺乳動物細胞 P01δ のサブユニット構造を明らかにする
ことを目的に、小牛胸腺からPol δの精製を行った。その精製の過程で、
PCNA依存性 DNAポ リメラーゼ活性 と挙動が一致する約 30 kDのポリ
ペプチドが認められた。そこで、この 30 kDポ リペプチドについてマイ
クロシークエンシングを行い、数種のペプチドのアミノ酸配列を決定した。
この配列 を もとにデー タベースを検索 した ところ、 ヒ トcDNA
KIAA0039が見い出された。この cDNAは約 54 kDのポリペプチ ドを
コードし、そのアミノ酸配列は分裂酵母 DNAポ リメラーゼδのサブユニ
ットであるCdc27と 弱い相同性を不した。さらにその C末端には PCNA
結合モチーフ様配列が存在した。KIAA0039が コー ドするペプチ ドに対
する抗体を作製しHeLa細胞抽出液に対 し免疫沈降を行ったところ、
p125サ ブユニットが共沈澱 した。以上の結果は、KIAA0039が ヒト
DNAポ リメラーゼδの新規サブユニットをコー ドしている可能性を示
す。なお、分子量の不一致については、この発表の際討論したい。



第 23回 日本分子生物学会年会
宿泊のご案内

平成 12年 12月 13日 (水)～ 12月 16日 (土)の 4日間、ポートビアホテノk神戸国際会議場、神戸国際展示場
におきまして、上記学会が開催されます。

つきましては、全国各地より学会に参加される皆様方に特別料金でご宿泊のご案内を申し上げます。

何卒ご利用賜りますようお願い申し上げます。

1.宿泊のご案内
宿泊期間 平成 12年 12月 12日 (火)～ 12月 16日 CD■LiE慮 :自!虹壺全」:L:ビ :型i迦!⊇童1塾壺i奎曇

`曇
2量:鍾:菫:L
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ポートビアホテル 12,600 11,550 ポ
ートライナー市民広場駅

下車 徒歩 1分
会場に隣接

ホテルオークラ神戸 17,850 14,700 JR元町駅下車 徒歩 10分 35分

新神戸オリエンタルホテル 12,600 11,550 地下鉄新神戸駅下車

徒歩 1分
30分

神戸ハーバーランド
ニューオータニ

12,600 10,500 JR神戸駅下車 徒歩 2分 30分

A

神戸メリケンパーク

オリエンタルホテル
10,500 10,500 JR元町駅下車 徒歩 15分 40分

ホテルモントレ神戸 11,550 10,500 JR三宮駅下車 徒歩 5分 20分

11,550神戸東急イン 10,500 JR三宮駅下車 徒歩 3分 20分

ホテルバールシティ神戸 11,000 9,000 ポートライナー中埠頭駅下車
徒歩2分

5分

三宮ターミナルホテル 10,710 10,500 JR三富駅構内 15分

11,330ホテルゴーフル 10,185 ポ
ートライナー市民広場駅

下車 徒歩 3分
2分

神戸ワシントンホテルプラザ 10,395 9,975 JR三宮駅下車 徒歩 5分 20分

ホテルサンルートソプラ神戸 10,500 9,450 JR三宮駅下車 徒歩 6分 20分

チサンホテル神戸 9,450 8,925 JR神戸駅下車 徒歩 3分 30分

グリーンヒルホテル神戸 9,450 8,400 JR三宮駅下車 徒歩 12分 30分

ホテルサンルー ト神戸 8,925 7,350 神戸高速線新聞地駅下車
徒歩 1分

35分

8,770神戸三宮ユニオンホテル 8,085 JR三宮駅下車 徒歩 12分 30分

神戸プラザホテル 8, 610 7,560 JR元町駅下車 徒歩 1分 25分

サンサイドホテル神戸 JR三宮駅下車 徒歩 5分 20分

新神戸サンホテル 7, 035 5, 775 JR三宮駅下車 徒歩 10分 25分

C

カサベライン神戸 ※6, 000 X5, 000 神戸高速線高速神戸駅下車
徒歩 7分

40分

※朝食な しの料金です。

7,350



2.お申込み方法
別紙申込書に必要事項をご記入の上、FAXまたは郵送にてお申込み下さい。

折り返し、宿泊予約確認書、請求書をご送付致します。

尚、開催2週間前になりましても回答がない時は、通信エラーなどが考えられますので、お手数ですが当部まで

ご連絡下さい。

また、ご希望のホテルが満室の場合は、同等クラスの他のホテルをご案内しますので、ご了承下さい。

★ご宿泊に関するお問合わせは、下記にて承ります。

申込書送付先 〒530-0004 大阪市北区堂島浜 1-4-19日 土地堂島ビル
JTB国 際旅行西日本営業部
『第 23回 日本分子生物学会年会』係

(担当 :黒岡)
TEL:06-6345-9515
FAX:06-6345-0910

Emai! :kokusain:shi_ec4100kns.jtb.oo.jp

3.お申込み締切日 平成 12年 11月 27日 (月 )

4.取消料
取消及び変更される場合はお早めにFAXまたは郵送にてご連絡下さい。

を差し引い 日ご返金します。

5.ご送金方法
請求書、宿泊予約確認書が届きましたら、現金書留にて当部宛ご送金いただくか、下記の銀行日座にお振込み

下さい。又、クレジットカードにてお支払いご希望の方は、申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX、 又は

郵送にてお送り下さい。

振 込 先 :富士銀行 堂島支店 普通預金口座 1314101
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取消日 8日前～ 4日前まで 3日前～前日 当日、無連絡 (不泊)

取消料 2,000円 3, 000円 宿泊代金の 100%



ホ テ リレ 名 ホ テ リレ 名
●ポー トビアホテル ● 神 戸 プ ラザ ホ テル

0ホ テルオークラ神戸 0神戸ワシントンホテルプラザ
0)新神戸オリエンタルホテル 0ホテルサンルートソプラ神戸
0神戸ハーバーランドニューオータニ 0チ サ ン ホ テル 神 戸
0神戸メリケンバークオリエンタルホテル 0グリーンヒルホテル神戸
0ホ テルモン トレ神戸 0ホテルサンルート神戸
● 神 戸 東 急 イ ン 0神戸三宮ユニオンホテル
0ホ テ ル ゴ ー フ ル 0新 神 戸 サ ンホ テル
0三富ターミナルホテル 0サ ンサイ ドホテル
Oホテルバールシティ神戸 0カ サベ ラ イ ン神 戸

0
0

会場 :ポートピアホテル

会場

神戸国際展示場

会場 :

神戸国際会議場

神戸市内ホテル・会場案内図
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第 23回 日本分子生物学会年会
宿泊申込書

※ツインルームの は、 い 。

お支払い方法 (該当するものに○印をご記入下さい。)
1.現金害留
2.ク レジットカード い

ご署名

-26-

申込代表者氏名

勤 務 先

確認書送付先  〒

TEL
E mail

FAX:
ご返金時口座 銀行 支店 普・当 日座番号 口座名

氏

り   が な

名

性

別

宿 泊 日 泊

数 希望ホテル名 シングル ツイン
lν12 lν 13 lν14 lν:5 lν16

(例)こ うべ じろ,つ

郎神 戸
男 ○ ○ ○ ポートビアホテル 1

(同室者 )

通信欄 (宿泊第 2希望等)

利用カード会社 (該当するものにC印を串訳下さtり 有 効 期 限 引落しカード番号

年  月までJTBカード  ミリオンか―ド ユニオンクレジット

ダイナース   JCB   DCカ ード

日本 信 販  VISA  AMEX

〒530-0004 大阪市北区堂島浜 1-4-19 日土地堂島ビル JTB国 際旅行西日本営業部
『第 23回 日本分子生物学会年会』係  担当 :黒岡
TEL:06-6345-9515   FAX:06-6345-0910
Enail:kokusainishi_ec410@kns.jtb.CO.jp

お申し込み締切日   平成 12年 11月 27日 (月 )

3.銀行振込



◆サテライ トシンポジウム演題応募要領について

12月 13日 (水)から16日 (上)ま で神戸ポートアイランドで開催される第23回 日本分子生物学会年会

に先立って、11日 (月 )午後と12日 (火)にサテライトシンポジウム、「遺伝的組換えとその制御」を

開催します。口頭発表を希望される方は、A4判用紙 1枚に抄録をまとめて、以下の住所に10月末まで

にご郵送下さい。抄録には、タイトル、演者と共同研究者の名前と所属を記載して下さい。抄録内容の

書き方は自由です。郵送時の封筒の表に “サテライト ポジウム抄録在中"と記載して下さい。

抄録送付先 〒606-8305京都市左京区吉田河原町 14

財近畿地方発明センター内 株式会社コングレ
TEL:(075)752-0888 FAX:(075)762-2304

サテライトシンポジウム世話人

武田 俊一
〒606-8501京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科

TEL:(075)753-441o FAX:(075)753-4419

E―mail:stakeda@rg.med.kyoto― u.ac.jp

品川日出夫

〒565-0871 吹田市山田丘3-1

大阪大学微生物病研究所

TEL:(06)6879-8317 FAX:(06)6879-8320

E―mail:shinagawl@lbiken.osaka― u.ac.jp

問 合 せ 先

◆学会費 (年度会費)納入についてのお願い

1.2000年 度分および未納分の学会費を1999年 12月 にお送りした請求書 (郵便振替用紙)に より下記の

通り納入して下さい。なお、学生会費を納入される方は、細則第 2条により、在学証明書 (学生証の

コピー可)を 日本学会事務センター (東京)へ提出して下さい。

正会員学会費 4,500円 、学生会員学会費 3,000円
一学会費の納入に際しては年会参加費と混同しないようにお願いします。

2.年会の発表申込ふには、学会費納入控 (ま たは領収書)の コピーを添付することが必要です。発表
を希望される方は、学会費納入控 (ま たは領収書)を保管しておいて下さい。

◆日本分子生物学会への入会申込みの手順について

日本分子生物学会に入会を希望される方は、wwwに てお申込ふいただくか、書面または電話により

下記宛にお申込ふ下さい。所定の書式をお送りします。なお、年会の演題締切時期 (7月 ～ 8月 )は入

会者が多く混雑いたしますので、早目の入会手続きをお勧めします。

〒113-8622 東京都文京区本駒込 5-16-9 学会センターC21

②日本学会事務センター・会員業務 日本分子生物学会 係
TEL(03)5814-581o FAX(03)5814-5825

URL:htp:〃 bunshi.bcasi.or.jp/

シ ン
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◆WWWに よる会員名簿調査について

本学会では正 。学生会員を対象として、数年ごとに郵送による会員名簿調査を行ってまいりました。

本年もまた調査の年にあたりますが、今回からインターネット環境下においても同様の調査ができる

ようになり、会員名簿調査 Webサイトを開設いたしました。
URLは  http://bunshi.bca雨 .or.ip/ です。
なお今回は、名簿印刷日程の都合もあり、Webに よる登録情報更新は6月 16日 (金)に一旦締切り
といたします。アクセスのなかった会員へは、 6月 下旬にアンケート葉書を郵送いたしますので、ご協

力下さいますようお願いいたします。

◆学術賞、研究助成の本学会推薦について

本学会に推薦依頼あるいは案内のある学術賞、研究助成は、会報 No.65に一覧として掲載しており

ます。そのうち応募にあたり学会等の推薦が必要なものについての本学会からの推薦は、本学会選考委

員会の審査に従って行います。応募希望の方は、直接助成先に問合せ、申請書類を各自お取寄せ下さい。

本学会への推薦依頼の手続きは次の通りです。

1.提出物
1)本申請に必要な書類 (オ リジナルおよび募集要項に記載されている部数のコピー)
2)本学会の 5名 の選考委員用および学会控に、上記申請書類のコピー計 6部 (論文は不要 )
3)申込受付確認のための葉書 (返信用の宛名を記入しておいて下さい)
2.提出先
日本分子生物学会 選考委員長 花岡文雄
〒565-0871吹 田市山田丘 1-3

大阪大学細胞生体工学センター

FAX::(06)6877-9382

3.提出期限
財団等の締切りの 1カ月前まで。提出期限後に受取った場合や、提出書類が不備な場合は選考の対象

にならないことがあります。
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◆各種集会、シンポジウム、講習会のお知らせ

○シンポジウム「分子シャペロン2000」 矢原一郎先生退官記念シンポジウム

日 時 :2000年 6月 21日  13:00～ 17:30
場 所 :東京ガーデンパレス (文京区)
オーガナイザー :永田和宏、森 正敬、吉田賢右、瀬原

淳子、小安重夫
主 催 :文部省特定領域研究A「分子シャペロンによ

る細胞機能制御」
予定講演者 :Ulrich Had(Germany),Atthur Horwich

(USA), Joseph Schlessinger(USA),
Richardヽ 4orimoto(USA), Susan Lin‐
dquist(USA),Ichiro Yahara(Japan)

分子シャペロン研究は、新千年紀を迎えて、さらにエキ

サイティングな分野に変身しようとしています。一昨年
の京都での国際学会に続いて、文字通り世界の分子シャ
ペロン研究の先頭を走っているアクティブで魅力的なス

ピーカーを迎えて、シンポジウムを開催することになり

ました。日本のシャペロン研究は、特定領域研究班を中
心に、世界的にもきわめて大きな力となっていますが、
これまで日本のシャペロン研究を引っ張って来られた矢
原一郎先生が、このたび東京都臨床医学総合研究所を退
職されます。本シンポジウムは矢原先生の記念シンポジ

ウムとして企画しました。また、シンポジウム後には懇
親会も準備いたしております。出席御希望の方や詳細に
ついてお知りになりたい方は、Faxま たは E―mailで下
記まで御連絡下さい。
連絡先 :

小安重夫
〒160-8582 新宿区信濃町35
慶應義塾大学医学部微生物学教室
Fax:(03)5361-7658
E―mail:chaperon@microb.med.kelo.ac.jp

OIMSUT国際シンポジウム「幹細胞生物学の展開 :組織形成と再生医学の基礎」
同 時 :2000年 6月 22日 (木)～ 6月 24日 (土 )
場 所 :東京大学医科学研究所講堂 (港区白金台)
主 催 :東京大学医科学研究所 (所長・新井賢一 )
後 援 :アムジェン株式会社
プログラム :

①はじめに 西川伸一 (京大 )
②無脊椎動物幹細胞

阿形清和 (岡山大 )
Lu B.(UCSF)

③臓器別幹細胞
Lendahl U.(Klarolinska lnst.)

Vescovi A.(Natl.Neurol.Inst.C.Besta)

Ⅳ【arshak DR(Osiris Therapeutics)

④幹細胞と細胞分化

浅島 誠 (東大 )
須田年生 (熊本大 )
Hsu H.(Amgen lnc.)

⑤ES細胞の物 υttο 分化
Sinith A.(Edinburgh Univ.)

丹羽仁史 (阪大 )

横田 崇 (東大・医科研 )
Keller G.(Mount Sinai Sch.Med.)
Brustle O.(Bonn Univ.)

⑥ヒトES細胞
Pera M.(M:onash Univ.)

Lebkowski J.(Geron Corp.)

⑦始原生殖細胞
McLaren A.(ヽrellcome/CRC Inst.)

Donovan PJ(Tholnas Jelerson Univ.)

松居靖久 (大阪府母子医療セ研)
③核移植i Colman A.(PPL Therapeutics)

角田幸雄 (近畿大)
⑨エビジェネティックス

SuranilMA(Wellcome/CRC Inst.)

Jaenisch R.(Whitehead lnst.,MIT)
石川冬木 (東工大)

⑩生命倫理 (パネルディスカッション)
McLaren A.(Wellcome/CRC Inst.)
Capron AM(USC)
浅野茂隆 (東大・医科研)
勝島次郎 (三菱化学・生命研)
位田隆一 (京大)

参加費 :無料
問合せ先 :

〒108-8639 港区白金台 4-6-1
東京大学医科学研究所ヒト疾患モデル研究センター

吉田進昭
Tel:(03)5449-5753、 Fax:(03)5449-5455
E― maili nobuaki@ims.u‐tokyo.acjp

○日本癌学会公開シ ンポジウム「 ホルモ ン依存性 がん と核 内受容体」

日 時 :2000年 6月 23日 (金)9:30～          1.ホ ルモン依存性がんの疫学
場 所 :大官ソニックシティ 国際会議室 (埼玉県大宮         座長 :藤木博太 (埼玉県立がんセ研)

市桜木町 1-7-5 JR大宮駅西口より徒歩 5分)  9:40～ 10:10 ホルモン依存性がんの疫学
主 催 :日 本癌学会                              冨永祐民 (愛知県がんセ研)
共 催 :日 本癌治療学会、日本内分泌学会、ホルモンと  10:10～ 10:30 く休憩〉

癌研究会                   2.ホ ルモン療法と核内受容体
プログラム :                                 座長 :松本圭史 (阪大・医)
9:30     開会の辞               10:30～ 11:00 乳癌とホルモン療法

黒木登志夫 (日 本癌学会会長)               野口員三郎 (阪大・医)
Introduction   尾形悦郎 (癌研) 11:00～ 11:30 前立腺癌とホルモン療法
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鈴木啓悦 (千葉大・医)
11:30～ 12:00 ホルモン依存性癌の intracrinolo野

宇都宮裕貴・笹野公伸 (東北大・医)
12:00～ 13:00〈休憩〉
3.創薬の分子標的としての核内受容体

座長 :佐藤文三 (日 生病院)
13:00～ 13:30 核内受容体と成長因子のクロストーク

柳沢 純 (東大・分生研)
13:30～ 14:00 組織特異的ホルモン拮抗薬

四釜久隆 (山之内製薬・薬理研)
14:00～ 14:30 核内受容体と細胞周期の接点

池田恭治 (国立長寿医療研セ)
14130～ 14:50〈休憩〉
4.核内受容体研究の新展開
座長 :村松正賞 (埼玉医大)・ 尾形悦郎 (癌研)

14:50～ 15:20 エストログソレセプター機能のモジュ
レーター       林 l慎一 (埼玉県立がんセ研)
15:20～ 15:50 核内受容体と転写共役因子

加藤茂明 (東大・分生研)
15:50～ 16:20 転写共役因子と疾病

名和田新 (九大・医)

16:20～ 16:40 く休憩〉
Invited lectures

16:40・ ヽ́17:20 Role of estrogen receptor α and β in
sterid i1lorrnone― dependent tissues and

cancers      Jan‐ Åke Gustafsson

(Karolinska lnst.)

17: 20^ヽン18 :oo  :Role of coactivators in androgen and

estrogen action      14alconl Pariker

(Imperial Cancer Res.Fund)
18:00・ ′ヽ18: 10 COnCluSiOn Remarks

村松正賞 (埼玉医大 )

閉会の辞     尾形悦郎 (癌研 )
世話人 :

尾形悦郎 (癌研 )、 加藤茂明 (東大・分生研 )、 野口員
二郎 (阪大・医)、 林 慎一 (埼玉県立がんセ研 )
問合せ先 :

〒362-0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室818
埼玉県立がんセンター研究所 林 I真一
Tel:(048)722-1111(ex 4694)
Fax:(048)722-1739
E― mail:shin@cancer― c.pref.saitama.jp

○千里ライフサイエンス技術講習会 第23回
「 プロテオミクス解析 :タ ンパク質の同定と構造解析一二次元電気泳動法を中心に質量分
析まで一」

日 時 :2000年 6月 29日 (木)13:00～ 17:00
場 所 :千里ライフサイエンスセンタービル 5階 (501

～503号室)

(地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ)
主 催 :0千里ライフサイエンス振興財団
協 賛 :アマシャムファルマシアバイオテク株)

(除千里ライフサイエンスセンター

プログラム :

技術解説 1.プロテオミクス解析の概要
2.二次元電気泳動法について
3.画像解析とデータ処理法
4.構造解析への応用

実  習 二次元電気泳動法
サンプル調製法

講  師 宮崎 昭
(アマシャムファルマシアバイオテク鉄))

番澤貴子
(アマシャムファルマシアバイオテク鉄))

定 員 :30名 (先着申込み受付順)

○千里ライフサイエンス技術講習会
「マイクロアレイ技術の最新動向」

第24回

日 時
場 所

プログラム

技術解説

習

師

催
賛
主
協

2000年 6月 30日 (金)13:00～ 17:00
千里ライフサイエンスセンタービル 5階 (501
～503号室)

(地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ)

財千里ライフサイエンス振興財団       実
アマシャムファルマシアバイオテク伏)    講
餘千里ライフサイエンスセンター

1.マイクロアレイシステムの概要
2.ア レイの製造技術
3.遺伝子発現解析のためのサンプル調製法
4.データの再現性・感度・信頼性

5.データ解析方法
6. Bioinforinatics

7.GeneChipのアプリケーション紹介
一シーケンス解析および多形解析一
ワークステーションの操作
加藤哲雄 (アマシャムファルマシアバイオテ

ク1悌 )
梶江慎一 (アマシャムファルマシアバイオテ

クuめ
30名 (先着申込み受付順)
3,000円

定 員 :

参加費 :

申込方法
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参加費 :3,000円

申込方法 :

氏名、勤務先、所属、役職名、所在地、〒、電話、
Fax番号を明記の上、郵便、Faxま たは E‐mailで下
記宛お申込み下さい。
定員になるまでに申込まれた方には、受付された旨の

内容と参加費の振込先口座名をご連絡いたします。連

絡入手後、 1週間以内にお振込み下さい。ご送金確認
後、事務手続き完了次第、領収書兼参加証を送付いた

します。
申込締切 :2000年 6月 20日 (財団必着)ただし、定員
になり次第締切ります。
問合せ先 :

財千里ライフサイエンス振興財団 技術講習会 G23係
〒560-0082 豊中市新千里東町 1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル
Tel:(06)6873-2ool Fax:(06)6873-2002
E‐mail:info-lsf@senri-lc.co.jp

URL:http://wwwl.senri‐ lc.co.jp



氏名、勤務先、所属、役職名、所在地、〒、電話、
Fax番号を明記の上、郵便、Faxま たは E‐mailで下
記宛お申込み下さい。

定員になるまでに申込まれた方には、受付された旨の

内容と参加費の振込先口座名をご連絡いたします。連

絡入手後、 1週間以内にお振込み下さい。ご送金確認
後、事務手続き完了次第、領収書兼参加証を送付いた

します。
申込締切 :

2000年 6月 20日 (財団必着)ただし、定員になり次第
締切ります。
問合せ先 :

②千里ライフサイエンス振興財団 技術講習会 G24係
〒560-0082 豊中市新千里東町 1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル
Tel:(06)6873-2001 Fax:(06)6873-2002
E‐ lnail:info‐ lsf@senri‐lc.co.ip

URL:http:〃 wwwl.senH‐lc.co.jp

○シンポジウム「 21世紀の結晶学」
―創立50周年を記念して一

日 時 :2000年 7月 1日 (土) 9:50～ 18:00
(受付開始 9:30)

会 場 :千代田放送会館 (千代田区紀尾井町 1-1
Tel:(03)3238-7401地 下鉄「永田町」駅下
車)

主 催 :日 本結晶学会・日本学術会議結晶学研究連絡委
員会

協 賛 :

応用物理学会、化学工学会、結品化学研究会、高分子

学会、結晶化学研究会、触媒学会、中性子研究連絡

会、日本物理学会、日本 RNA学会、日本化学会、日
本金属学会、日本結晶成長学会、日本高圧力学会、日

本工学会、日本鉱物学会、日本材料科学会、日本材料

学会、日本生化学会、日本生物物理学会、日本セラミ

ックス協会、日本蛋白工学会、日本地質学会、日本電

子顕微鏡学会、日本熱測定学会、日本農芸化学会、日

本分光学会、日本分子生物学会、日本分析化学会、日

本分析機器工業会、日本放射光学会、日本薬学会、有

機合成化学協会 (以上順不同 予定)
プログラム :

9:30     受付開始

9 : 50～ 10 : 00

岩崎不二子

10 : 00～ 10 : 20

藤井 保彦

11:50～ 12:30 21世紀のエレクトロニクス材料と結晶学
一電子デバイス開発の現場から一

古宮  聰 (富士通研・基盤技研)
12:30～ 13:40 昼食
13:40～ 14:20 21世紀の物性物理学と結晶学

一構造と電子物性一

福山 秀敏 (東大・物性研)
14:20～ 15:00 21世紀の化学と結晶学

―多次元構造化学と有機結晶設計への

展開一

岩崎不二子 (電通大・電気通信)
15:00～ 15:40 21世紀の生物学と結晶学

一ゲノム構造生物学のインパクトー
横山 茂之 (東大・院理)
15:40～ 15:50 休憩
15:50～ 16:30 21世紀の創薬と結晶学

一スター ト :cDNA、 ゴール :医薬
リード化合物一

松崎 ヂ雄 (三菱化学・横浜総研)
16:30～ 17:10 21世紀の結晶成長と結晶学

一分子線エピタキシーを中心に一

西永  頌 (名城大・理工)
17:10～ 17:50 21世紀への結晶学の夢
菊田 怪志 (高輝度光科学研セ・放射光研)
17:50～ 18:00 おわりに
加藤 範夫 (国際結晶学連合元会長、名大名誉教授)
18110～    懇親会
参加費 :講演は聴講無料、懇親会参加費5,000円

(1名あたり)

申込先 :

E‐mailま たは Faxで、参加希望者名と所属、懇親会
参加の有無をご記入の上、日本結晶学会事務局 (E―
mail:cr― symp@riz.co.jp、 Fax:(03)3815-8529)ヘ
お送り下さい。当日参加も歓迎します。懇親会参加費
は当日徴収します。

|ま じめヤこ

(日 本結晶学会会長、電通大)

結晶学研究連絡委員会の50年

(日 本学術会議結晶学研究連絡委員会委

員長、東大)
日本結晶学会の50年 とアジアの結晶学

(ア ジア結晶学会会長、日本結晶学会前

会長、東工大)

国際結晶学連合 IUCrと 日本の役割
(国際結晶学連合副会長、東北大)
21世紀の地球・惑星・宇宙と結晶学

一惑星探査計画と鉱物結晶学―

(高工機構・物構研)

10 1 20^′ 10 : 50

大橋 裕二

10 : 50～ 11 : 10

田中 通義
11 : 10^′ 11 :50

大隅 一政

○千里ライフサイエンスセミナー「血管新生とその制御」

日 時 :2000年 7月 12日 (水)10:00～ 17:00
場 所 :千里ライフサイエンスセンタービル 5階ライフ

ホール

主 催 :財千里ライフサイエンス振興財団
協 賛 :い千里ライフサイエンスセンター
コーディネーター :渋谷正史 (東大・医科研)

プログラム :

1.血管系と造血系の発生
小川峰太郎 (京大・院医)
2.VEGFと その受容体の血管新生・透過性克進にお

ける役割
渋谷正史 (東大・医科研)
3.コンドロモジュリンー Iと血管新生の制御
開 祐司 (京大・再生研)
4.糖尿病網膜症と血管新生
石橋達朗 (九大・院医)
5.血管新生とマトリックスメタロプロテアーゼ
杉田賢治 (塩野義製薬・診断薬部)
6.血管新生阻害剤の開発
鈴木日出夫 (東亜亜合成 。つくば研)
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参加費 (講演要旨集合む):

会員 [大学・官公庁職員、財団の賛助会員]:6,000円
非会員                 :8,000円
学 生               :3,000円
定 員 :200名
申込方法 :

氏名、〒住所、勤務先、所属、電話および Fax番号
を明記の上、郵便、Faxま たは E‐mailで下記宛にお
申込み下さい。受付の通知を返送いたしますので、そ

こに記載した振込先口座に参加費をお振込下さい。入
金を確認した後、領収書兼参加証を送付いたします。
申込先 :

財千里ライフサイエンス振興財団セミナー (Pl)係
〒560-0082 豊中市新千里東町 1-4-2
千里ライフサイエンスセンタービル 8F
Tel:(06)6873-2001 Fax:(06)6873-2002
E‐ mail l info-lsf@senri-lc.co.ip

○千里ライフサイエンスセミナー「発生・細胞・生体工学の新展開」

日 時 :2000年 7月 21日 (金)10:00～ 17:00     6.遺 伝子トラップミュータジェネシス
場 所 :千里ライフサイエンスセンタービル 5階ライフ    山村研一 (熊本大・発生医学研セ)

ホール                    参加費 (講演要旨集合む):
主 催 :財千里ライフサイエンス振興財団        会員 [大学・官公庁職員、財団の賛助会員]:6,000円
協 賛 :佛千里ライフサイエンスセンター        非会員                 :8,000円
コーディネーター :                   学: 生                 :3,000円
近藤壽人 (阪大・細生エセ)            定 員 :200名
山村研一 (熊本大・発生医学研セ)         申込方法 :

プログラム :                     氏名、〒住所、勤務先、所属、電話および Fax番号
1.細胞分化のスイッチSOX              を明記の上、郵便、Faxま たは E―mailで下記宛にお
近藤壽人 (阪大・細生エセ)            申込ふ下さい。受付の通知を返送いたしますので、そ
2.頭部形成の分子機構                 こに記載した振込先口座に参加費をお振込ふ下さい。
相澤慣一 (熊本大・発生医学研セ)          入金を確認した後、領収書兼参加証を送付いたします。
3.幹細胞生物学のなかの造血幹細胞          申込先 :

須田年生 (熊本大・発生医学研セ)         財千里ライフサイエンス振興財団セミナー (P2)係
4.色素性乾皮症バリアント群遺伝子の分離と解析    〒560-0082 豊中市新千里東町 1-4-2
花岡文雄 (阪大・細生エセ)            千里ライフサイエンスセンタービル 8階
5.核―細胞質問情報伝達分子輸送機構         Tel:(06)6873-2ool Fax:(06)6873-2002
米田悦啓 (阪大・院医)               E― mail:inお■sf@senrj■ c.cO.jp

○萬有創立85周年記念シンポジウム
ー:Banyu 85th Anniversary Synlposiuln―
Challごnges in the Basic Scienc5s toward lnnovative Medicine in the 21st Century

日 時 :2000年 7月 24日 (月 )9:00～ 17:50
会 場 :東京国際フヵ―ラム

(〒 100-0005 千代田区丸の内 3-5-1
Tel:(03)5221-9000(代 ))

主 催 :萬有製薬株式会社
組織委員 :Chai⊇erson 向山光昭 (東京理科大 )
Member:谷 口維紹 (東大 )、 吉田光昭 (萬有製薬彿つ

くば研 )
General Session    9 :oo～ 11 : 20

1.  lProtein Kinases and Protein Kinase lnhibitors:

Prospects for the:Development of Breakthrough
′
I｀herapeutics

Roger Perimutter(Merck Res.Labs.)

2.  Antibodies′
「
hen―Antibodies No、 ァーAntibodies′rO―

morow
Richard A. Lerner (The Scripps Res.
Inst.)

Chelnistry Session   12:30～ 17:40
C-1. β―Peptidic I)rugs in the Nev7 Centuっ 7P

一A Whole Ne、 ァWorld by()rganic Synthesis―

II)ieter Seebach (Suriss Federal lnst.Of

TeCh.)

C-2.  Synthetic Studies on Hybrid‐ frype lヽ Tatural

Products

鈴木啓介 (東京工大・院理 )

C-3.  Chemistry of Bi。 10gically and Physiologically

lntriguing lPhenomena

上村大輔 (名大・院理 )
C-4.Asymmetric Catalysis Of NIeta1losalen_£Ωm‐
plexes

香月 晟 (九大・院理 )
C-5.  Chelnistry and Blology ofヽ 4icrobial Metabo―

lites

大村 智 (北里研 )
4ヽ01eCular Biology Session    12:30～ 17 : 50
B-1.  Development of Novel Pharinaceuticals thrOugh

an EIxploration of Arachidonic Acid 4ヽetabo‐

lisin

A.W.Ford―Hutchinson(Merck Res.
Labs.)

]BI-2.  Role of Neurotransmission lntegration in iBrain

Function

中西重忠 (京大・院生命科学 )
:B-3.  Molecular卜lechanism of Apoptosis

長田重― (阪大・院医)
B-4.  
′
I｀he p53-Signaling Pathway

中村祐輔 (東大・医科研 )
B-5. To Eat or to Sleep?一 An Adventure from Or―
phan GPCRS to lntegrative Physiology

柳沢正史 (Univ.of Texas)
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○神奈川科学技術アカデミー (KAST)教育講座 平成12年度第工期受講生募集

参加費 :無料

申込方法 :

参加希望者は「萬有創立85周年記念シンポジウム参加

希望」、希望 Session(Chemistryま たは Molecmar
Biology)氏名、住所、所属 (学校名・学部・学科・

講座名)、 役職名 (学生の場合は学年)を 明記して、
葉書、Faxま たは E―mailにて 5月 31日 (水 )までに
お申込み下さい。参加証をお送りいたします (定員に

なり次第、締切らせていただきます)。

申込先 :

・脳科学 (Neuro science)コ ース

「一臨床病態の理解と応用へ向けて一」 (新規)

カリキュラム編成者 :帝京大学医学部教授 医学博士
田村 晃
コースの特色・ねらい :

脳科学のテーマとして “脳研究のための実験動物モ

デル"“脳の非侵襲的イメージング"“病床病態の分子
メカニズム"の 3つに、最近の脳科学の進歩の中から
いくつか選んだ “NeurosCienCe update''の 4つ を基
本としてコースを組み、臨床とのつながりを重視しま

した。講師にも診察に携わりつつ研究をしている先生

方に多くお願いし、脳科学の全体が理解できるカリキ

ュラムです。
講義日 :9/2 9/3 9/4 9/6 9/7 9/8 計 6日 間
※ 1日 単位の受講可
主なカリキュラム内容 :

神経・筋疾患の実験動物モデル/てんかんの実験動

物モデル/脳血管障害の実験動物モデル/脳循環代謝測

定/光 トポグラフィー/MEG基礎/MR1/近赤外線/脳

〒160-0023 新宿区西新宿 7-19-22-507

萬有創立85周年記念シンポジウム事務局

(担当 :山田、板東)
Fax:(03)3866-0769、

E― mail:secre@aat.mtci.ne.jp

本シンポジウムの情報はホームページに掲載していま

す。
URL:http:〃 www.banyu.co.ip/company/symp

/index_sf.html

虚血/精神神経疾患 (分裂病、躁鬱病)/脳腫瘍/痴呆
病の分子生物学/LTPと記憶/脳の酸素代謝とフリー
ラジカル/低体温による脳保護/神経幹細胞/神経栄養

因子と脳保護/脳 とNO
受講料 :74,000円 KAST法人賛助会員 (事業所単位)

神奈川県中小企業 59,200円
※ 1日受講料 15,000円

募集人員 :25名

申込締切日 :8月 11日 (金 )

問合せ先および主な講義場所 :

財団法人 神奈川科学技術アカデミー 教育交流部
教育研修課
〒213-0012 神奈川県川崎市高津区坂戸 3-2-1

KSP西棟 6階
Tel l(044)819-2033  Fax:(o44)819-2097
E― mail:kast― ed@net.ksp.orjp
http:〃 hOme.kSp.Or.jp/kaSt/

○フリーラジカルウィークー2000(Free Radical Week-2000)

フリーラジカルに関する研究が盛んになってきまし

た。以前から酸素に由来するフリーラジカル種 (スー
パーォキシド、ヒドロキシルラジカルなどと呼ばれてい

る)が、生体のいろいろな構成成分と反応し、タンパ
ク、脂質、DNAな どの障害を引き起こすことが知られ
ていました。最近になりこの活性種は生体内のさまざま

な反応に関与することが明らかとなり、いわばシグナル

伝達の役を担っていると言えます。生体は遺伝的要因に

加え、様々な環境因子の影響を受け、健康な状態から疾

病状態に至ると考えられ、老化、生活習慣病といった慢

性の病態にもフリーラジカルの役割が解明されてきてい

ます。今後は各個人毎の遺伝子診断、酸化的傷害の評価

などに基づくオーダーメイドの対策が開始されてゆくも

のと考えます。
さて、西暦2000年秋には本邦で大きなフリーラジカル

に関する学会が集中的に開催されます。現在準備段階に

ありますが、ここにその学会の概要、日程などをご紹介

申し上げます。

■第10回国際フリーラジカル学会「疾病と老化における
フリーラジカルの役割」
10th Biennialヽ 4eeting of the lnternational Society for

Free Radical Research(SFRR2000)

会 長 :吉川敏一 (京都府立医大)
会 場 :国立京都国際会館
会 期 :2000年 10月 16日 (月 )～ 20日 (金 )
演題募集締切 :2000年 5月 31日 (水 )
登録費 :45,000円 (5月 31日 までの早期登録者、以降は

50,000円 )
URL:http://koto8.kpu― m.ac.jp/～ irstmed/SFRR/
SFRR2000.htm

主なシンポジウム :アポトーシス 糖尿病 ミトコンド
リア関連疾患 酸化ストレス マー
カー レドックスシグナル伝達 一
酸化窒素 抗酸化剤 動脈硬化 神
経変性疾患 発がん

■沖縄サテライトシンポジウム「長寿と天然抗酸化物」
(E)kina、va Satellite Syrnposium of 10th iBiennialヽ4eeting

Of the lnternational Society for Free lRadical Research

``Aging and Natural Antioxidants''

会 長 :吉川敏一 (京都府立医大 )
会 場 :万国津梁館 (名護市 )
会 期 :2000年 10月 21日 (上 )～ 23日 (月 )
演題募集締切 :2000年 8月 25日 (金 )

■日本過酸化脂質・フリーラジカル学会第24回大会

会 長 :吉川敏一 (京都府立医大)
会 場 :国立京都国際会館
会 期 :2000年 10月 15日 (日 )～ 16日 (月 )
演題募集締切 :2000年 7月 31日 (月 )

参加費 :5,000円 (第 10回国際フリーラジカル学会登録

者は無料)
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○第 9回 日本バイオイメージング学会学術集会

会 期 :2000年 11月 9日 (木)～ 10日 (金)       その他、一般演題 (口演、ポスター、内容によっては
(その他、 8日 午後に最新機器を話題とした  上記シンポジウムでの発表をお願いします)を広く募
ワークショップを予定)             集いたします。
詳細は集会ホームページをご覧ください。    演題申込方法 :講演題目、発表者、登壇者、所属、連絡

会 場 :昭和大学上條講堂、他             先 (E‐mailで連絡可能な方はぜひともご記入下さい)
東急大井町線、東急池上線 旗の台駅 徒歩 5分   を明記して、下記申込先へ郵便、Fax、 または E‐mail

演題申込締切 :8月 12日 (上)             |こ てお申込み下さい。
予稿原稿締切 :9月 16日 (土)            参加登録費 :

討論主題 :                       一般5,000円 (非会員6,000円 )、 学生会員3,000円
生体分子から細胞、臓器、個体までの形態と機能の可  申込先 :

視化、それに関わる顕微鏡法・画像解析法についての   〒158-8501 世田谷区上用賀 1-18-1
学術研究。                      国立医薬品食品衛生研究所 生物薬品部 川西 徹
シンポジウムとして、                 Tel:(03)3700-9084、 Fax:(03)3700-9084
1.バイオイメージングのためのプロープ開発 (仮題)  E‐mail:kawaish@nihs.g。 .jp
2.新しい顕微鏡によるバイオイメージング (仮題)  集会ホームページ :

を予定しております。                 URL:http://www.nihs.go.jp/hOtnews/hotnews.html

登録費 :10,000円 (第 10回国際フリーラジカル学会登録
者は無料)

プログラムに関する問合せ先 :

京都府立医科大学第一内科 内藤裕二
〒602-8566 京都市上京区河原町広小路上ル梶井町
Tel:(075)251-5508
Fax:(075)252-3721
E‐ mail:ynaito@koto.kpu― m.ac.jp

会 期 :2000年 11月 26日 (日 )～ 29日 (水)(4日 間)
会 場 :国立京都国際会館 (京都市左京区宝ヶ池)
主 催 :第 3回酸素添加酵素国際会議「酸素と生命」
―酸素添加酵素、酸化酵素およびリピドメディ
エーターー組織委員会

責任者 :組織委員長 石村 巽 (慶應大・医)
他の協賛団体 :

日本薬学会、日本化学会、日本炎症学会、日本生物物
理学会、日本生化学会 (協賛予定)
計画概要 (主な主題):
A)一原子および二原子酸素添加酵素の構造と酸素活
性化機構
B)酸化酵素の構造と機能、プロトン輸送機構
C)酸素センシングの分子機構

○第 3回酸素添加酵素国際会議「酸素と生命」
―酸素添加酵素、酸化酵素およびリピドメディエーターー

参加に関する問合せ先 :

SFRR2000事務局
〒600-8216 京都市下京区塩小路通新町西入
新京都センタービル 5F 鞠ジェィコム内
Tel:(075)341-1618
Fax:(075)341-1917
E― mail:sf“ 2000@itbcom.cojp

(申込み用紙請求は Faxあるいは E‐mailで )

D)活性酸素、NO,COの作用機構
E)リ ピドメディエーターの生理作用とその制御
F)酸素添加酵素研究の今後の展望
G)特別講演 :R.W.Estabrook博 士 (受諾)および
H.Michel博士 (交渉中)

問合せ先 :

〒160-8582 新宿区信濃町35
慶應義塾大学医学部医化学教室内
第 3回酸素添加酵素国際会議「酸素と生命」
―酸素添加酵素、酸化酵素およびリピドメディエー

ターー組織委員会事務局
組織委員長 :石村 巽、事務局長 :三谷芙美子
Tel:(03)3355-2827、 Fax:(03)3358-8138

○構造ゲノム科学国際会議 (International Conference on Structural Genomics 2000)

構造ゲノム科学は、膨大な遺伝子の機能を解明する
ために大型プロジェクトとしてまず日本で、ついで欧
米で研究が開始されており、このような世界的な研究
の流れを受けて日本で第 1回の「構造ゲノム科学国際
会議」を企画しました。将来非常に重要な構造ゲノム

科学の国際会議を日本で最初に開催することは、世界
における日本の貢献の上からも極めて重要です。
会 期 :2000年 11月 2日 (木)～ 5日 (日 )
場 所 :パシフィコ横浜

(横浜市西区みなとみらい 1-1-1)
Tel:0120-045-221
URL:http:〃 www,pacificO.cO.jp/

共 催 :

日本農芸化学会、日本生化学会、日本分子生物学会、日

本生物物理学会、日本化学会、日本蛋自工学会、日本結
晶学会、日本分光学会、日本薬学会

後援予定 :科学技術庁、理化学研究所
主要演目 :

構造ゲノム科学 (プロジェクト現状、方法論、成果 )、
情報生物学、プロテオーム、ゲノム解析、構造生物学
主な国外講演者 :

I.Bertini(Italy),C.Branden(Sweden),S.Brenner

(USA),S.K.Burley(USA),I.Campbell(UK),A.
Edwards(Canada),J.Feigon(USA),U.Heinemann
(Germany),ヽV.Hendrickson(USA),A/1.Ikura(Cana‐
da),R.Kaptein(The Netherlands),S― H.Kim(USA),
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E.Laue(UK),0.Lichtarge(USA),J.ⅣIarkley(USA),
G.MOntelione(USA),D.Moras(France),J.Moult
(USA),K.Nagai(UK),J.Norvell(USA),D.Rhodes
(UK),C.Sander(USA),T.Terwilliger(USA),J.
ThOrnton(UK),G.Varani(UK),G.Wagner(USA),P.
E.Ⅵrright(USA),K.Wuethrich(Switzerland)

参加費 :予 約40,000円 (学生25,000円 )
予約外45,000円 (学生30,000円 )

発表申込締切 :2000年 9月 7日 (木 )

要旨集原稿締切 :2000年 9月 7日 (木 )

参加予約申込締切 :2000年 9月 7日 (木 )

発表および参加予約申込方法 :WWWに て。

WWWが 利用できない場合は、申込方法を送付しま
すので、E‐mail(inお @icsg2000.riken.go.jp)郵 便ま
たは Faxにてご請求下さい。
連絡先 :

〒351-0198 和光市広沢 2-1
理化学研究所 ゲノム科学総合研究センター
タンパク質構造・機能研究グループ

構造ゲノム科学国際会議 組織委員長 西村 善文
Tel:(048)462-1111(内 5331/3661)、
Fax:(o48)467-9785
E‐ mail l icsg@ICSG2000.riken.gO.jp

URL:http:〃 icsg2000.riken.go.jp

○岡崎国立共同研究機構統合バイオサイエンスセンター教授公募

本センターは、分子科学研究所、基礎生物学研究所お

よび生理学研究所が共同してバイオサイエンスの最先端
の基礎的研究を展開することを目的とする本機構の共通

研究施設で、上記いずれかの研究所と連携を密にしつつ

研究を進めるものである。
本公募では、生物の発生・分化・再生のメカニズムを

分子レベルで解明する研究者を求める。

募  集 :時系列生命現象研究領域 教授 2名
(各教授は就任後、助手 1名 および非常勤研

究員 1名の採用が可能)

公募締切 :2000年 6月 30日 (金)(必着)
提出書類 :1.履歴書 (様式任意)
2.業績目録 (印刷中を含む)
3.現在までの研究の概要 (1,500字程度)
4.就任後の研究計画または研究の抱負
(1,000字 程度)

5.推薦書 (な い場合は照会可能な方の所
属・氏名・連絡先を2名 まで)
6.主要論文の別刷、プレプリント (10編以
内、各 2部 )

就任時期 :決定後、できる限り早期。
問合せ先 :基礎生物学研究所 教授 長濱嘉孝

Tel:(0564)55-7550

送付先 :

〒444-8585 岡崎市明大寺町字西郷中38番地
岡崎国立共同研究機構 総務部人事課気付
長濱嘉孝教授
Tel:(0564)55-7122
※「統合バイオサイエンスセンター教授応募書類在中」
と朱書きし、簡易書留で送付すること。

詳細はhttp://www.orion,ac.jp/DOC/1ndetthtmlま

たは http:〃www.nibb.ac.jp/index.htmlを ご覧下さい。
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